
　１月１２日、阿久比町成人式がエスペランス丸山で行われました。華やかな
晴れ着やスーツ姿で式に出席した２３３人の新成人は、旧友との再会に話が
弾んでいました。 

No. 975

“キリっと笑顔の新成人” 

2 
1

主な内容 

特集　子ども議会 

申告特集 

まちの話題 

あぐいぶらり旅 

ページ 

　町制５５周年記念事業「子ども
議会」の内容を紹介。 

　町県民税の申告が２月１６日から始
まります。申告は正確にお早めに。 

　書初め大会、凧あげ大会、成人
式など盛りだくさんに紹介。 

　今回から、鉄道沿線を歩く。特急
電車の写真を撮ろうと待ち構えて
いると親子が寄ってきて…。 

□ ２０ 

□ １２ 

□ 8

□ 2
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広報あぐい　２００９年２月１日号

町
制
５５
周
年
記
念 

　
　
阿
久
比
町
子
ど
も
議
会 
町
制
５５
周
年
記
念 

　
　
阿
久
比
町
子
ど
も
議
会 

す
る
ど
い
質
問
質
問
で
町
で
町
に
問
う 
す
る
ど
い
質
問
で
町
に
問
う 

　

町
制
五
十
五
周
年
記
念「
子
ど
も
議
会
」

を
昨
年
十
二
月
二
十
四
日
、
町
議
事
堂
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

町
内
小
中
学
校
か
ら
代
表
二
十
人
が
議

員
と
し
て
出
席
し
ま
し
た
。

　
�
議
員
�
た
ち
は
、
保
護
者
ら
が
傍
聴

席
で
見
守
る
中
、
緊
張
し
た
表
情
で
議
席

に
着
き
、
開
会
を
待
ち
ま
し
た
。
午
後
一

時
に
開
会
。
議
長
は
飯
島
由
菜
さ
ん
（
阿

中
二
年
）、
副
議
長
は
伊
藤
晴
香
さ
ん
（
阿

中
二
年
）
が
務
め
ま
し
た
。

　
「
ホ
タ
ル
の
す
め
る
自
然
な
ど
阿
久
比

町
の
良
い
と
こ
ろ
を
残
し
つ
つ
、
大
人
か

ら
子
ど
も
ま
で
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い

け
る
ま
ち
に
し
た
い
」
と
飯
島
議
長
の
あ

い
さ
つ
の
後
、
子
ど
も
議
員
は
、
学
校
別

に
三
人
一
組
で
壇
上
に
上
が
り
、
一
般
質

問
を
行
い
、
町
の
答
弁
を
求
め
ま
し
た
。

　

質
問
終
了
後
に
は
、
伊
藤
副
議
長
か
ら

決
議
案
「
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
私
た
ち

の
誓
い
」
が
提
出
さ
れ
、
全
員
賛
成
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
議
会
で
の
質
問
･
答
弁
を
一
部

抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

質
①　

阿
久
比
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に

　

つ
い
て

　
　

―
阿
久
比
駅
は
あ
ま
り
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
が
生
か
さ
れ
て
い
な
い
と

思
い
ま
す
。
阿
久
比
駅
だ
け
で
な
く
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
が
も
っ
と
町
全
体
に
広
が
っ
て
ほ

し
い
。
阿
久
比
駅
の
具
体
的
な
計
画
は

あ
り
ま
す
か
。

答　

―
名
鉄
は
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
新
法
」

に
よ
り
乗
降
人
数
な
ど
を
見
な
が
ら
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
の
実
現
に
取
り
組
み
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
現
在
、
阿
久
比

駅
の
整
備
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
急

電
車
も
止
ま
る
よ
う
に
な
り
、
多
く
の

人
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
阿
久
比
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
に
は
大
改
修
が
必
要
で
、
多
額
の
工

事
費
が
必
要
で
す
の
で
、
今
後
も
名
鉄

に
お
願
い
し
て
い
き
ま
す
。

質
②　

宮
津
団
地
内
道
路
の
歩
道
設
置
と

　

団
地
入
口
の
改
修
に
つ
い
て

　
　

―
宮
津
団
地
に
は
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
多
く
の
人
が
住
ん
で
い
ま
す
。

歩
道
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
た
め
危
険

で
す
。
団
地
公
園
の
入
口
が
急
で
狭
い

で
す
。
道
路
・
公
園
の
整
備
計
画
は
あ

り
ま
す
か
。

答　

―
道
路
や
公
園
に
は
、
国
や
県
・
町

が
造
り
管
理
す
る
も
の
と
、
個
人
が
自

分
の
土
地
に
造
っ
て
管
理
す
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。
宮
津
団
地
は
新
日
本
製
鐵

㈱
の
団
地
と
し
て
造
ら
れ
、
現
在
は
宮

津
団
地
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
の
共
有

の
財
産
で
す
。
今
後
ど
の
よ
う
に
し
て

い
く
の
か
な
ど
団
地
の
方
々
の
意
向
を

み
ん
な
で
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
、
一

緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

質
③　

東
部
小
学
校
の
校
門
に
つ
い
て

　

―
東
部
小
学
校
の
校
門
は
先
生
だ
け

で
な
く
、
地
域
の
人
や
子
ど
も
な
ど
も

開
閉
し
ま
す
が
、
重
く
て
扱
い
に
く
く

危
険
で
す
。
改
修
の
予
定
は
あ
り
ま
す

か
。

答　

―
校
門
は
防
犯
上
耐
久
性
の
良
い
も

の
を
と
考
え
、
丈
夫
で
長
持
ち
、
壊
れ

に
く
い
鉄
製
に
な
っ
て
い
ま
す
。
重
く

て
扱
い
が
困
難
で
あ
れ
ば
開
閉
が
し
や

す
い
よ
う
に
レ
ー
ル
な
ど
を
修
繕
し
て

い
き
ま
す
。

新美有希　議員　森本義仁 議員
竹内利騎　議員

子ども議会に出席した子どもたち

東　部
小学校
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質
①　

ホ
タ
ル
の
保
護
に
つ
い
て

　

―
ホ
タ
ル
が
減
っ
て
い
ま
す
。
環
境

を
整
え
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
力
を
合

わ
せ
な
け
れ
ば
ホ
タ
ル
は
い
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
ホ
タ
ル
の
時
期
に
、

ホ
タ
ル
を
見
る
日
を
作
っ
た
ら
ど
う
で

す
か
。

答　

―「
ホ
タ
ル
を
見
る
日
を
設
定
し
て

は
ど
う
か
」
大
変
す
ば
ら
し
い
提
案
だ

と
思
い
ま
す
。
七
月
一
日
は
「
あ
ぐ
い

ほ
た
る
の
日
」
で
す
が
、
こ
の
日
を
中

心
に
町
民
こ
ぞ
っ
て
ホ
タ
ル
を
見
に
行

け
る
形
で
実
現
で
き
る
よ
う
に
考
え
て

い
き
ま
す
。
身
近
な
事
で
、
自
然
の
恵

み
に
感
謝
し
、
自
然
を
大
切
に
す
る
、

環
境
に
や
さ
し
い
生
活
を
す
る
な
ど
町

民
の
皆
さ
ん
の
関
心
を
高
め
、
命
の
大

切
さ
と
自
然
環
境
を
愛
す
る
心
を
広
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
②　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
に
つ
い
て

　

―
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
を
分
別
し
て

集
め
て
い
ま
す
が
、
集
め
ら
れ
た
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
は
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

答　

―
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
ケ
ミ
カ
ル
リ

サ
イ
ク
ル
で
処
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
卵
を
入
れ
る
パ
ッ
ク

な
ど
に
再
生
さ
れ
て
い
ま
す
。
リ
サ
イ

ク
ル
に
は
大
変
な
時
間
と
お
金
が
掛
か

り
ま
す
が
、
ゴ
ミ
と
し
て
捨
て
る
の
で

は
な
く
貴
重
な
資
源
と
し
て
有
効
利
用

し
て
い
き
ま
す
。

質
③　

阿
久
比
町
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

　

イ
ン
に
つ
い
て

　

―
福
祉
実
践
教
室
で
お
年
寄
り
の
方

や
体
の
不
自
由
な
方
の
大
変
さ
に
驚
き

ま
し
た
。
道
路
な
ど
の
ち
ょ
っ
と
し
た

段
差
が
気
に
な
る
の
で
、
段
差
を
無
く

せ
ば
み
ん
な
が
安
心
し
て
外
出
で
き
る

と
思
い
ま
す
。

答　

―
公
共
の
建
物
や
公
園
で
、
階
段
に

手
す
り
や
、
ス
ロ
ー
プ
を
増
設
し
た
り
、

誰
も
が
使
い
や
す
い
多
目
的
ト
イ
レ
を

設
置
し
た
り
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
は
人
を
思
い

や
る
気
持
ち
が
原
点
に
あ
っ
て
こ
そ
初

め
て
デ
ザ
イ
ン
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
の
理
念
に
沿
っ
た
、
安
全
、

安
心
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
も
思
い
や
り

の
心
を
育
て
て
く
だ
さ
い
。

新美龍位　議員　矢倉史菜　議員
松浦悠馬　議員
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新美龍位君（６年） 
 役場の職員の皆さんがぼくの意見に対して、真剣
に答えてくれてうれしかった。議員さんたちは、大変な
仕事をしているのだなと思いました。 
 
矢倉史菜さん（６年） 
 プラスチックゴミをリサイクルするにはとてもたくさんの
時間とお金が掛かることが分かりました。「ソロモン諸島と
の交流」や「税金の利用」、｢ホタル｣などの阿久比町のいろい
ろなことを知ることができてよかったと思います。 
 
松浦悠馬君（６年） 
 ユニバーサルデザインについて役場の方がしっ
かりと説明していただけたのでとてもうれ
しかったです。これからも、子ども議
会を続けていってほしいと思

いました。 

英比小学校 英比小学校 
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新美有希さん（６年） 
　話は難しいところもあったけど、他の学校の人の
発表を聞いていて、いろいろな考えがあったのでおも
しろかったです。 
 
森本義仁君（６年） 
　とても緊張しましたが意見を言うことができました。ぼく
の意見は採用されなかったけど、良い経験になりました。こ
れからも地域のことを考えて生活していきたいです。 
 
竹内利騎君（６年） 
　発表が終わったときはすごくホッとしました。
ほかの人の受け答えを聞いていると、町長さ
んはすごく大変だなと思いました。阿久
比町がもっと便利なまちになった

らいいなと思います。 

東部小学校 東部小学校 

答弁をする町長 

英　比
小学校

壇上で決議案を読み上げる副議長
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質
①　

オ
ア
シ
ス
運
動
の
推
進
に
つ
い
て

　

―
草
木
小
で
は
「
オ
ア
シ
ス
運
動
」

に
似
た
活
動
を
い
く
つ
か
行
っ
て
い
ま

す
が
、
町
と
し
て
は
、
ど
の
よ
う
な
活

動
を
通
し
て
オ
ア
シ
ス
運
動
を
広
げ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
か
。

答　

―
学
校
で
の
素
晴
ら
し
い
活
動
は
今

後
も
続
け
て
く
だ
さ
い
。
町
制
五
十
五

周
年
を
記
念
し
て
小
中
学
生
か
ら
オ
ア

シ
ス
の
標
語
を
募
集
し
、
オ
ア
シ
ス
塔

を
新
し
く
し
ま
し
た
。
町
民
憲
章
に
も

オ
ア
シ
ス
運
動
を
広
め
る
内
容
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
各
種
大
会
や
会
議
の
際

に
は
町
民
憲
章
の
唱
和
を
行
い
、
広
報

に
も
掲
載
し
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。
オ
ア

シ
ス
運
動
は
、
町
制
二
十
五
周
年
記
念

の
子
ど
も
議
会
で
採
択
さ
れ
て
三
十
年

続
け
て
き
ま
し
た
。
他
の
市
町
に
恥
じ

な
い
よ
う
に
町
民
全
員
が
あ
い
さ
つ
の

で
き
る
ま
ち
に
し
て
い
き
ま
す
。

質
②　

学
校
図
書
館
の
蔵
書
の
充
実
に
つ

　

い
て

　

―
草
木
小
学
校
は
蔵
書
数
が
少
な
く
、

読
み
た
い
本
が
見
つ
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
毎
年
の
購
入
予
算
を
増
や

し
て
も
ら
え
な
い
で
す
か
。

答　

―
今
年
度
、
草
木
小
学
校
に
は
約
四

百
五
十
冊
の
図
書
が
購
入
さ
れ
て
い
ま

す
。
購
入
方
法
を
み
ん
な
で
考
え
先
生

と
相
談
し
て
計
画
的
に
購
入
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
読
書
は
知
識
、
言
葉

を
増
や
し
、
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
本
の

中
で
で
き
る
の
で
、
自
分
で
ど
ん
ど
ん

本
を
探
し
て
本
を
読
む
よ
う
な
人
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
も

読
書
活
動
を
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

質
③　

土
曜
日
・
日
曜
日
の
午
前
中
の
町

　

立
図
書
館
行
き
バ
ス
に
つ
い
て

　

―
町
立
図
書
館
に
行
き
た
く
て
も
方

法
が
あ
り
ま
せ
ん
。
他
に
も
同
様
の
地

域
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
土
曜
・
日

曜
日
の
午
前
中
に
、
町
に
あ
る
二
台
の

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
使
っ
て
町
立
図
書
館

ま
で
の
運
行
を
お
願
い
で
き
ま
せ
ん
か
。

答　

―
町
の
幼
稚
園
バ
ス
は
座
席
が
狭
く

利
用
で
き
ま
せ
ん
。
現
在
の
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
は
規
則
に
よ
り
運
行
し
て
い
て
、

図
書
館
な
ど
へ
行
く
た
め
に
は
運
行
し

て
い
ま
せ
ん
。
今
後
、
高
齢
化
が
進
む

な
ど
巡
回
バ
ス
の
必
要
性
が
高
ま
れ
ば

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

平井　悠　議員　粉川直弥　議員
坂野千尋　議員

草　木
小学校

質
①　

町
の
地
震
対
策
に
つ
い
て

　

―
各
家
庭
に
耐
震
の
診
断
と
家
具
な

ど
の
転
倒
防
止
対
策
が
必
要
で
す
。
災

害
時
の
食
料
・
避
難
場
所
・
避
難
経
路

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

答　

―
耐
震
診
断
は
平
成
十
五
年
度
、
木

造
住
宅
耐
震
改
修
費
補
助
は
平
成
十
六

年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
転
倒
防

止
対
策
は
平
成
十
八
年
度
か
ら
対
象
者

に
、
転
倒
防
止
器
具
取
り
付
け
費
用
の

負
担
制
度
を
設
け
ま
し
た
。
災
害
時
の

食
料
な
ど
は
町
防
災
倉
庫
に
あ
る
程
度

備
蓄
し
て
い
ま
す
が
、
各
家
庭
で
最
低

三
日
分
程
度
の
確
保
を
お
願
い
し
ま
す
。

避
難
所
や
屋
外
避
難
場
所
を
指
定
し
町

防
災
マ
ッ
プ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
せ

て
い
ま
す
の
で
、
家
族
で
話
し
合
い
避

難
経
路
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
普
段

か
ら
危
機
意
識
を
持
っ
て
、
自
分
で
今

ど
う
い
う
事
が
で
き
る
の
か
を
考
え
、

備
え
を
し
て
く
だ
さ
い
。

質
②　

町
の
ゴ
ミ
問
題
に
つ
い
て

　

―
ゴ
ミ
の
分
別
が
出
来
て
い
な
い
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
生
ゴ
ミ
の
資
源
化

を
家
庭
で
取
り
組
む
呼
び
掛
け
が
必
要

で
は
な
い
で
す
か
。

答　

―
資
源
ゴ
ミ
は
月
二
回
収
集
し
て
い

ま
す
が
、
分
別
が
守
ら
れ
て
い
な
い
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
今
後
も
マ
ナ
ー
向

上
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
き
ま
す
。
平
成
十

二
年
度
か
ら
生
ゴ
ミ
処
理
機
の
普
及
に

補
助
を
し
て
い
ま
す
。「
あ
ぐ
い
く
ら
し

の
会
」
と
「
農
協
」
の
協
力
を
得
て
、

生
ゴ
ミ
を
堆
肥
化
す
る
ア
ス
パ
作
り
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
公
共
施
設
な

ど
で
配
布
し
て
い
る
の
で
、
家
庭
で
の

野
菜
・
花
作
り
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

質
③　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
取
り
組

　

み
に
つ
い
て

　

―
夏
休
み
に
宅
老
所
へ
行
っ
た
り
、

絵
手
紙
を
書
い
た
り
し
て
笑
顔
で
喜
ん

で
も
ら
い
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
や
っ
て
よ
か
っ
た
。
活
動
を
町
全

体
に
広
げ
、
心
豊
か
な
町
づ
く
り
の
計

画
は
あ
り
ま
す
か
。

答　

―
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
自
分
に

で
き
る
こ
と
を
で
き
る
範
囲
で
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
小
さ
な
親
切
で
い
い

と
思
い
ま
す
。
町
民
憲
章
に
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
へ
の
呼
び
掛
け
を
盛
り
込

ん
で
い
ま
す
。
機
会
が
あ
る
ご
と
に
町

民
憲
章
を
Ｐ
Ｒ
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
へ
の
参
加
を
呼
び
掛
け
て
い
き
ま
す
。

金銅健太　議員　新美里佳　議員
榊原裕太　議員

南　部
小学校

○
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平井　悠さん（６年） 
　普段では入れない議場で発言できたことは、とて
も良い経験になったと思います。今回のことをこれか
らのいろいろな場面で生かしたいと思います。 
 
粉川直弥君（６年） 
　意見文をしっかり話せるか心配になり、前日から緊張して
いました。反省することはたくさんありますが最後まで落
ち着いていけたと思います。 
 
坂野千尋さん（６年） 
　議場に入ると、とてもどきどきしました。本番で
は、動きがとてもぎこちなくなってしまいまし
た。議会が終わり議場から出ると、とても
ホッとしました。 

草木小学校 草木小学校 
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金銅健太君（６年） 
　町長さんは一人ひとりにしっかりと分かりやすく質
問の答を言っていたので、すごいなあと思いました。ぼ
くも議員さんみたいな発言ができる人になりたいです。 
 
新美里佳さん（６年） 
　議場の中は、広くて赤いじゅうたんが敷いてあり、イスも本
格的で身が引き締まりました。普段思っていることを実現でき
るか真剣に考えてくださり、とても良い経験ができました。 
 
榊原裕太君（６年） 
　すごく緊張したけれどちゃんと発言することがで
きてホッとしました。みんなの質問を聞いてい
ると阿久比町をもっと知っていけるよう
なことばかりでした。 

南部小学校 南部小学校 

熱気にあふれる議事堂 

質
①　

税
金
の
利
用
に
つ
い
て

　

―
役
場
は
古
く
暗
く
利
用
し
に
く
い
。

町
営
プ
ー
ル
に
は
毎
年
不
審
者
が
出
る
。

町
の
行
事
の
度
に
桜
坂
は
車
で
あ
ふ
れ

て
危
険
で
す
。
町
民
の
生
活
が
よ
り
豊

か
に
な
る
よ
う
な
税
金
の
使
い
方
を
望

み
ま
す
。

答　

―
役
場
庁
舎
は
築
五
十
年
と
老
朽
化

が
進
み
耐
震
強
度
も
無
い
危
険
な
状
態

に
あ
る
の
で
、
近
い
将
来
建
設
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
不
審
者
対
策
は
、

緊
急
の
課
題
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

路
上
駐
車
の
無
い
よ
う
周
知
徹
底
し
、

駐
車
場
の
確
保
や
開
催
場
所
の
変
更
な

ど
も
考
え
て
い
き
ま
す
。
税
金
は
、
福

祉
、
教
育
、
防
災
な
ど
個
人
で
は
で
き

な
い
こ
と
の
た
め
に
、
皆
様
か
ら
納
め

て
い
た
だ
い
た
貴
重
な
お
金
で
す
。
皆

様
か
ら
意
見
を
い
た
だ
き
簡
素
化
・
効

率
化
を
徹
底
し
、
優
先
度
・
緊
急
度
に

よ
る
施
策
の
重
点
化
に
努
め
、
健
全
な

財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

質
②　

通
学
路
の
安
全
に
つ
い
て

　

―
通
学
路
が
狭
く
車
と
の
接
触
が
心

配
で
す
。
ま
た
、
道
は
真
っ
暗
で
不
審

者
も
心
配
で
す
。
防
犯
灯
や
青
色
防
犯

灯
の
設
置
を
早
急
に
検
討
し
て
も
ら
え

ま
せ
ん
か
。

答　

―
安
全
に
通
学
で
き
る
こ
と
は
重
要

で
す
。
道
路
拡
幅
は
難
し
い
条
件
も
あ

り
、
多
く
は
通
学
路
の
標
識
設
置
に
よ

り
運
転
手
へ
の
注
意
を
促
し
て
い
ま
す
。

防
犯
灯
は
毎
年
三
十
灯
設
置
し
て
い
ま

す
。
青
色
防
犯
灯
は
費
用
も
割
高
で
、

犯
罪
抑
止
効
果
が
十
分
確
認
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
の
で
今
後
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

質
③　

夕
方
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て

　

―
登
校
時
に
は
、
た
く
さ
ん
の
方
々

に
見
守
っ
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま

す
。
不
審
者
が
多
く
出
る
夕
方
や
暗
く

な
る
時
間
帯
に
も
、
安
全
を
見
守
る
パ

ト
ロ
ー
ル
の
方
を
増
や
し
て
も
ら
え
な

い
で
す
か
。

答　

―
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
は
現
在
十
四
地

区
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
全
地
区
で
実
施
い
た
だ
け
る

よ
う
に
、
ま
た
、
夕
方
の
パ
ト
ロ
ー
ル

も
含
め
て
拡
大
を
お
願
い
し
て
、安
全
・

安
心
に
向
け
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
パ

ト
ロ
ー
ル
に
も
限
界
が
あ
り
ま
す
の
で
、

安
全
な
道
を
選
ぶ
な
ど
自
分
で
身
を
守

る
こ
と
も
考
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

新海和也　議員　並川佑美　議員
秋風ひとみ　議員

阿久比
中学校

議席で開会を待つ子ども議員
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質
①　

部
活
動
の
充
実
に
つ
い
て

　

―
練
習
す
る
環
境
整
備
を
お
願
い
し

た
い
。
グ
ラ
ン
ド
の
水
は
け
が
悪
い
。

ス
ポ
ー
ツ
村
の
室
内
練
習
場
を
拡
大
し

て
ほ
し
い
。
各
種
大
会
へ
の
遠
征
補
助

を
お
願
い
し
ま
す
。

答　

―
練
習
場
の
拡
大
は
難
し
い
で
す
が
、

水
は
け
の
問
題
は
何
か
対
策
を
取
り
ま

す
。
二
十
年
近
く
前
の
生
徒
数
が
千
数

百
人
の
時
代
で
も
先
生
と
生
徒
が
工
夫

し
て
、
一
生
懸
命
部
活
動
を
し
て
き
ま

し
た
。
郡
内
を
見
る
と
ま
だ
恵
ま
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
工
夫
し
て
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。
毎
年
、
県
大
会
以
上
に

は
補
助
を
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
補
正

予
算
で
の
対
応
も
し
ま
し
た
。
今
後
も

継
続
し
ま
す
の
で
全
国
大
会
目
指
し
て

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

質
②　

バ
ス
の
利
用
に
つ
い
て

　

―
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
に
と
っ

て
、
外
出
の
た
め
の
公
共
的
な
交
通
手

段
が
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
配
布
し
て
い

る
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
の
使
用
状
況
は

ど
う
で
す
か
。
巡
回
バ
ス
を
走
ら
せ
、

駅
・
施
設
・
病
院
・
自
分
の
家
を
つ
な

ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
で
す
か
。

答　

―
平
成
十
五
年
に
巡
回
バ
ス
の
検
討

を
し
ま
し
た
が
、
費
用
面
か
ら
タ
ク

シ
ー
料
金
助
成
に
力
を
入
れ
る
こ
と
に

な
り
、
今
年
度
約
千
六
百
万
円
の
予
算

を
組
ん
で
い
ま
す
。
巡
回
バ
ス
の
運
行

は
貴
重
な
税
金
を
使
う
大
き
な
問
題
な

の
で
、
今
後
、
老
年
人
口
の
増
加
状
況

な
ど
を
見
な
が
ら
研
究
し
ま
す
。

質
③　

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
と
の
交
流
に
つ
い

　

て

　

―
愛
・
地
球
博
「
一
市
町
村
一
国
フ
レ

ン
ド
シ
ッ
プ
事
業
」
で
ソ
ロ
モ
ン
諸
島

と
交
流
し
、
昨
年
は
義
援
金
を
送
り
ま

し
た
。
今
後
、
継
続
し
た
交
流
や
支
援

は
あ
り
ま
す
か
。
こ
れ
か
ら
も
続
け
る

べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

答　

―
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
は
政
情
が
不
安
で

騒
乱
も
起
き
て
い
ま
す
。
マ
ラ
リ
ア
な

ど
病
気
の
心
配
も
あ
り
交
流
は
難
し
い

で
す
が
国
際
交
流
は
必
要
と
考
え
ま
す
。

今
年
度
か
ら
小
学
生
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

派
遣
事
業
を
始
め
ま
し
た
。
二
〇
〇
九

年
五
月
に
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
小
学
生

が
町
に
や
っ
て
来
ま
す
。
交
流
の
状
況

や
様
子
を
皆
さ
ん
に
伝
え
ま
す
。
今
後

も
国
際
交
流
の
機
会
を
設
け
、
阿
久
比

町
か
ら
世
界
に
飛
び
立
っ
て
い
け
る
よ

う
な
人
材
を
作
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

1111
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
111111

1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
11

1

 

秋風ひとみさん（２年） 
 阿久比町の職員の方が「子

どもの考えていることに対してど
う思っているのか」ということを知る
ことができました。私たちが発表したこと
が一つでも多く実現されることを願ってい
ます。 
榎本秀幸君（２年） 
 町長さんや各部長さんが、我々の疑問や提言に対
し、とても真剣に答弁してもらえてとてもうれしかっ
たです。これからもここでの経験を生かしていきた
いと思っています。 
並川佑美さん（２年） 
 皆さんが私の意見にしっかり分かりやすく答弁して
くださり、新たに阿久比町について知ることができ
たのでとても感謝しています。本当の議会も見て
みたいなあと思いました。 
伊藤裕哉君（２年） 
 ソロモン諸島との交流で、義援金と共に送っ
た｢ソロモン諸島の国歌｣についてのお礼
がなかった事については心が痛みま
した。今回、ぼくたちの質問に真
剣に耳を傾けてくださった
町の方々に感謝した

いです。 
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新海和也君（２年） 
　町長さんや役場の方に質問が

でき、とても緊張しましたが、それ以上に、自分
自身の経験や回答という収穫がありました。ぼくらの意

見が少しでも反映されれば幸いです。 
成田隆人君（２年） 
 自分の意見が言えてよかったと思います。町長さんや教育長さんなどの話
は、よく調べてあり、分かりやすかったです。小学生の話を聞いていると、意外な
ところをついていたり、みんなのことを考えた発言が多かったりして驚きました。 
飯島由菜さん（２年） 
 私が思っていた以上に、町長さんはじめ皆さんが阿久比町をより良くするため
に、いろいろ考えてくれているんだと知りました。私たち子どもの考えや意見
などをこれから一つでも検討してもらえたらとてもうれしいです。学校で議
会の報告をして、私たちに何かできることがないか考えていきたい。 
伊藤晴香さん（２年） 
 意見がすぐ実現する事はできませんが、意見や提案は決して無
意味なことではないと思います。よりよい阿久比町にす
るために私たちはこれからも努力を惜しまず、協

力することが大切だと思います。 

　私たちの町、阿久比町は町制５５周年をむかえ大いに発展してきました。ホタ
ル、あぐい米、うめ、もちの木、菊、この伝統と自然豊かな阿久比町を守り、
そして更に発展させたいと思います。そのために阿久比町民全員が明るい社
会を築く努力をする必要があります。私たちはその努力をおしまず、素晴ら
しい阿久比町にすることを誓い、次のことを宣言します。 
一、町民全員が協力し、ホタル飛びかう豊かな自然を守り続けます。 
一、ボランティア精神をもち、より良い町づくりをします。 
一、地域活動や学校行事を盛んに行い「絆」を深めます。 
一、地域全体が安全で安心な社会を目指し、より住みやすい町をつくります。 
一、オアシス運動を推進し、笑顔あふれる町を築きます。 

平成２０年１２月２４日　　　　町制５５周年記念阿久比町子ども議会 

阿久比中学校 阿久比中学校 

成田隆人　議員　榎本秀幸　議員
伊藤裕哉　議員

阿久比
中学校
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○ ３４ 

　生活習慣・学習習慣・食育研究部会で作成した「家庭、園・学校がともに育ち合うための手
引き」の中から、中学校子育てQ＆Aの一部を紹介します。家庭教育の参考にしてください。 

□問い合わせ先　学校教育課�（４８）１１１１（内２０２）

子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育てててててててててててててててててててててててて QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA子育てQ&A
Ｑ　「公共のマナー」を身に付けさせ
　　るにはどうすればよいのですか。

Ｑ　「携帯電話」について中学校ではどのように指導をしているのですか。

　子どもに携帯電話を持たせるかどうかは、保護者の判断に任せています。現状として中学３年生は半数以上が
持っています。将来はほとんどの生徒が持つようになると思われますので、学校では次のような原則に沿って
指導しています。
①　学校への持ち込みは禁止。（学校では必要がない。貴重品であるため紛失や
　破損などトラブルの原因となる可能性が高いため）
②　チェーンメール、不幸の手紙、インターネットショッピングなど、便利さの
　陰に潜む危険性の指導やネチケット（ネット上のエチケット）を｢阿久比町イ
　ンターネット等に関する指導計画｣（ＡＣＴ－ＩＴ）に沿って、小学校５年生
　から中学校３年生まで指導を行う。

　まずは、「公共のマナー」について
話し合うことで視野を広げ、｢公の意
識｣を身に付けさせることが必要です。
次の点を意識していくとよいでしょ
う。
①　大人が手本を見せる。
②　機会ごとに教える。
　身近な話題やニュース、テレビ番
組などを題材にして、マナーに反し
た言動が周
囲の人々に
どのような
印象を与え
るかを考え
させる。

Ｑ　中学生に「家庭の仕事」の手伝いをさ
　　せるにはどんな方法がありますか。

　家事の分担は、家族の一員としての
存在感を与える大切なことです。期待
を込めて家事の分担を任せましょう。
①　 なるべく毎日取り組めて、短い
　時間でできる仕事を任せる。
②　家事の内容をいくつか書き出し、
　その中から子ども自身に選ばせる。
③　仕事内容や手順について具体的
　に伝える。メモを渡す。
④　前向きな姿勢や取り組みをほめる。

⑤　忘れること
　が多い場合は、
　当番表を見や
　すいところに
　張るなど、本
　人が気付く工
　夫をする。

���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																					





















���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																					




















���������������������

���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																																																															






























































������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������






























































������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

　愛知県と愛知県青少年健全育成県民会議では、毎月第３日
曜日を「家庭の日」として、明るく会話のある家庭づくりの
推進に努めています。
　阿久比町では町内の小中学生から募集した「家庭の日」啓
発ポスターの作品展を、２月８日（日）まで中央公民館本館ロ
ビーで開催しています。
□問い合わせ先　社会教育課　�（４８）１１１１（内２６２）

阿久比中１年　遠藤あおいさん（努力賞）

草木小４年
坂野宏樹君（努力賞）

「家庭の日」啓発ポスター入賞作品
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�����������������
町町町町町町町町町町町町町町町町
県県県県県県県県県県県県県県県県
民民民民民民民民民民民民民民民民
税税税税税税税税税税税税税税税税
のののののののののののののののの
申申申申申申申申申申申申申申申申
告告告告告告告告告告告告告告告告
がががががががががががががががが
必必必必必必必必必必必必必必必必
要要要要要要要要要要要要要要要要
なななななななななななななななな
方方方方方方方方方方方方方方方方

町
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
方

　

平
成
二
十
一
年
一
月
一
日
現
在
、
町
内

に
住
ん
で
い
る
方
で
、
次
の
事
項
に
該
当

す
る
方
。

①　

営
業
、
農
業
な
ど
の
事
業
所
得
や
配

当
、
譲
渡
な
ど
の
所
得
の
あ
る
方
で
、

確
定
申
告
の
必
要
が
な
い
方
。

②　

給
与
所
得
者
で
、
勤
務
先
か
ら
役
場

へ
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
な

か
っ
た
方
。
給
与
所
得
以
外
の
少
額
の

所
得
が
あ
っ
た
方
。
平
成
二
十
年
中
に

退
職
し
、
平
成
二
十
一
年
一
月
一
日
ま

で
に
就
職
し
て
い
な
い
方
。

③　

公
的
年
金
な
ど
の
所
得
だ
け
の
方
で

社
会
保
険
料
控
除
、
生
命
保
険
料
控
除

な
ど
の
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
。

※　

役
場
か
ら
町
県
民
税
の
申
告
用
紙
が

届
い
た
方
で
、
申
告
の
必
要
が
な
い
方

は
、
申
告
書
裏
面
に
「
申
告
の
必
要
が

な
い
場
合
の
記
載
欄
」
が
あ
り
ま
す
の

で
、
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

申
告
用
紙
の
送
付
は
、
昨
年
の
申
告

実
績
な
ど
を
も
と
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

申
告
書
が
届
か
な
い
方
や
、
新
た
に
必

　

今
年
も
町
県
民
税
、
所
得
税
の
申
告
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
申
告
の
準
備
は
お
済
み

で
す
か
。
申
告
は
所
得
の
状
況
を
最
も
知
っ
て
い
る
あ
な
た
自
身
が
、
所
得
と
税
額
を
正

し
く
計
算
し
て
納
税
す
る
大
切
な
手
続
き
で
す
。
申
告
書
を
自
分
で
書
い
て
期
限
内
に
必

ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。｝ 

要
と
な
っ
た
方
は
、
役
場
税
務
課
住
民

税
係
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�����������������
所所所所所所所所所所所所所所所所
得得得得得得得得得得得得得得得得
税税税税税税税税税税税税税税税税
のののののののののののののののの
確確確確確確確確確確確確確確確確
定定定定定定定定定定定定定定定定
申申申申申申申申申申申申申申申申
告告告告告告告告告告告告告告告告
がががががががががががががががが
必必必必必必必必必必必必必必必必
要要要要要要要要要要要要要要要要
なななななななななななななななな
方方方方方方方方方方方方方方方方

所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
方

　

平
成
二
十
年
中
に
各
種
の
所
得
が
あ
り

次
に
該
当
す
る
方
は
、
確
定
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。

①　

事
業
を
営
む
方
、
不
動
産
収
入
の

あ
っ
た
方
、
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
方

な
ど
で
平
成
二
十
年
中
の
所
得
の
合
計

額
が
基
礎
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
の
所

得
控
除
の
合
計
を
超
え
る
方
。

②　

給
与
所
得
者
で
給
与
の
年
収
が
二
千

万
円
を
超
え
る
方
。
二
カ
所
以
上
か
ら

給
与
を
受
け
て
い
る
方
。
給
与
・
退
職

所
得
以
外
の
所
得
の
合
計
額
が
二
十
万

円
を
超
え
る
方
。

�����������������
所所所所所所所所所所所所所所所所
得得得得得得得得得得得得得得得得
税税税税税税税税税税税税税税税税
のののののののののののののののの
申申申申申申申申申申申申申申申申
告告告告告告告告告告告告告告告告
でででででででででででででででで
税税税税税税税税税税税税税税税税
金金金金金金金金金金金金金金金金
がががががががががががががががが
戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻
るるるるるるるるるるるるるるるる
方方方方方方方方方方方方方方方方

所
得
税
の
申
告
で
税
金
が
戻
る
方

　

申
告
の
必
要
が
な
い
方
で
も
、
次
の
よ

う
な
方
は
、
申
告
を
す
れ
ば
納
め
過
ぎ
の

税
金
が
戻
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①　

給
与
お
よ
び
年
金
所
得
者
で
、
雑
損

控
除
、
医
療
費
控
除
、
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方
。

②　

給
与
所
得
者
で
、
平
成
二
十
年
の
中

途
に
退
職
し
、
そ
の
後
も
就
職
し
な

か
っ
た
た
め
年
末
調
整
を
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
方
。

�����������������
申申申申申申申申申申申申申申申申
告告告告告告告告告告告告告告告告
書書書書書書書書書書書書書書書書
のののののののののののののののの
提提提提提提提提提提提提提提提提
出出出出出出出出出出出出出出出出
はははははははははははははははは
郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵
送送送送送送送送送送送送送送送送
でででででででででででででででで
もももももももももももももももも
ＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ
ＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫ

申
告
書
の
提
出
は
郵
送
で
も
Ｏ
Ｋ

　

町
県
民
税
、
所
得
税
の
申
告
受
付
期
間

は
、
二
月
十
六
日（
月
）か
ら
三
月
十
六
日

（
月
）ま
で
で
す
。（
所
得
税
の
還
付
申
告
書

は
、
二
月
十
六
日
以
前
で
も
提
出
で
き
ま

す
。）

☆
所
得
税
の
確
定
申
告
書
の
送
付
先

　

〒
４
７
５
―
８
６
８
６

　

半
田
市
宮
路
町　

―
５

５０

　

半
田
税
務
署　

�（
２
１
）３
１
４
１

☆
町
県
民
税
申
告
書
の
送
付
先

　

〒
４
７
０
―
２
２
９
２

　

阿
久
比
町
大
字
卯
坂
字
殿
越　
５０

　

阿
久
比
町
役
場
税
務
課
住
民
税
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
線
２
２
０
・

　

３
０
２
・
３
０
５
）

�����������������
役役役役役役役役役役役役役役役役
場場場場場場場場場場場場場場場場
でででででででででででででででで
のののののののののののののののの
申申申申申申申申申申申申申申申申
告告告告告告告告告告告告告告告告
のののののののののののののののの
受受受受受受受受受受受受受受受受
付付付付付付付付付付付付付付付付
方方方方方方方方方方方方方方方方
法法法法法法法法法法法法法法法法

役
場
で
の
申
告
の
受
付
方
法

　

パ
ソ
コ
ン
を
使
い
、
申
告
を
受
け
付
け

ま
す
。
担
当
職
員
が
必
要
な
事
項
を
入
力

し
て
プ
リ
ン
ト
し
ま
す
の
で
、
内
容
を
確

認
し
て
署
名
押
印
し
て
い
た
だ
く
だ
け
で

申
告
で
き
ま
す
。

　

収
支
内
訳
書
や
医
療
費
の
集
計
表
は
事

前
に
各
自
で
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。
職
員

が
作
成
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

受
付
時
に
、
申
告
す
る
所
得
や
控
除
の

種
類
、
必
要
書
類
の
確
認
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。（
書
類
不
備
の
場
合
、
会
場

で
作
成
し
て
い
た
だ
く
か
、
自
宅
で
作
成

し
て
申
告
し
て
い
た
だ
き
ま
す
）
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�　医師などに対する謝礼
�　健康診断や美容整形の費用
�　疾病予防や健康増進などのための医薬品や健
　康食品の購入費
�　親族に支払う療養上の世話の費用
�　治療を受けるために直接必要としない近視、
　遠視のためのメガネや補聴器などの購入費
�　通院のための自家用車のガソリン代、分べん
　のため実家へ帰るための交通費

医療費控除
　医療費控除として所得から差し引かれる金額は、平成２０年中
に実際に支払った医療費から保険などで補てんされる額を引い
て残った金額から、１０万円または合計所得金額の５％のいずれ
か低い額を差し引いた残りの金額です。
　計算式は、次のとおりです。
（支払った医療費－保険などで補てんされる額）－１０万円また
は合計所得金額の５％のいずれか低い金額＝控除額（ただし、
最高額２００万円）
寡婦、寡夫控除
　①　寡婦とは夫と死別・離婚した後再婚していない方や夫が

生死不明などの方で、扶養親族や、平成２０年分の総所得金
額等が３８万円以下の生計を同じにする子（他の納税者の控
除対象配偶者や扶養親族とされている方を除きます。）のあ
る方、または夫と死別した後再婚していない方や夫が生死
不明などの方で、平成２０年分の合計所得金額が５００万円以下
の方。

　②　寡夫とは平成２０年分の合計所得金額が５００万円以下の方
のうち、妻と死別・離婚した後再婚していない方や妻が生
死不明などの方で、平成２０年分の総所得金額等が３８万円以
下の生計を同じにする子（他の納税者の控除対象配偶者や
扶養親族とされている方を除きます。）のある方。

障害者控除
　次のいずれかに該当する方、控除対象配偶者および扶養親族
が対象となります。
　①　身体障害者手帳や、厚生労働大臣または知事から障害者

である旨の書類などの交付を受けている方。
　②　介護保険制度の要介護認定（１～５）を受けている６５歳

以上の方で、障害者控除対象者認定書の交付を受けている
方。

配偶者控除および扶養控除
　合計所得金額が３８万円以下で、次のいずれかに該当する方が
対象となります。
　①　生計を同じにする配偶者やその他の親族
　②　都道府県知事から養育を委託された児童
　③　老人福祉法の規定により養護を委託された老人
（注）①～③のうち、青色事業専従者で給与の支払いを受ける方

または白色事業専従者は除きます。
特定扶養親族
　扶養親族のうち、昭和６１年１月２日から平成５年１月１日以
前に生まれた方（年齢が１６歳以上２３歳未満の方）をいいます。
老人控除対象配偶者および老人扶養親族
　控除対象配偶者および扶養親族のうち、昭和１４年 1月 1日以
前に生まれた方（年齢が７０歳以上の方）をいいます。
配偶者特別控除
　納税者本人の合計所得金額が１，０００万円以下で、次のいずれに
も該当しない配偶者が対象となります。
　①　他の人の扶養親族とされる場合
　②　青色事業専従者で給与の支払いを受ける場合
　③　白色事業専従者である場合
　④　配偶者が配偶者本人の課税所得の計算上、配偶者特別控

除の適用を受けている場合
　⑤　合計所得金額が３８万円以下または７６万円以上の場合　

配偶者特別控除の額（所得税）

控除額配偶者の合計所得金額控除額配偶者の合計所得金額

１６万円６００，０００円～６４９，９９９円３８万円３８０，００１円～３９９，９９９円

１１万円６５０，０００円～６９９，９９９円３６万円４００，０００円～４４９，９９９円

６万円７００，０００円～７４９，９９９円３１万円４５０，０００円～４９９，９９９円

３万円７５０，０００円～７５９，９９９円２６万円５００，０００円～５４９，９９９円

２１万円５５０，０００円～５９９，９９９円

次のような費用は医療費控除
の対象になりません

所得控除の注意事項所得控除の注意事項

○

�����������������
申申申申申申申申申申申申申申申申
告告告告告告告告告告告告告告告告
時時時時時時時時時時時時時時時時
にににににににににににににににに
必必必必必必必必必必必必必必必必
要要要要要要要要要要要要要要要要
なななななななななななななななな
もももももももももももももももも
のののののののののののののののの

申
告
時
に
必
要
な
も
の

　

申
告
す
る
方
は
、
次
の
所
得
区
分
な
ど

に
応
じ
て
、
必
要
な
書
類
と
印
鑑
を
用
意

し
て
く
だ
さ
い
。

①　

給
与
所
得
や
年
金
、
原
稿
料
の
収
入

　

な
ど
が
あ
る
方

・　

源
泉
徴
収
票

・　

報
酬
明
細
書

②　

営
業
、
農
業
な
ど
の
事
業
所
得
や
不

　

動
産
所
得
の
あ
る
方

・　

収
支
内
訳
書

③　

配
当
や
一
時
所
得
、
譲
渡
所
得
な
ど

　

の
あ
る
方

・　

支
払
明
細
書
や
売
買
契
約
書
な
ど
の

　

書
類

④　

医
療
費
控
除
を
受
け
る
方

・　

医
療
費
の
明
細
書
（
集
計
表
）

・　

支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書

・　

保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
の

　

分
か
る
書
類

⑤　

社
会
保
険
料

　
　

生
命
保
険
料　

控
除
を
受
け
る
方

　
　

地
震
保
険
料

・　

各
種
保
険
料
の
払
込（
控
除
）証
明
書

⑥　

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け
る

　

方

・　

住
民
票
の
写
し

・　

家
屋
の
登
記
簿
謄
本
な
ど

・　

住
宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入
金
の
年

　

末
残
高
証
明
書

・　

家
屋
の
売
買
契
約
書
ま
た
は
建
築
工

　

事
請
負
契
約
書
の
写
し

⑦　

雑
損
控
除
を
受
け
る
方

・　

り
災
証
明
書

・　

被
害
資
産
の
内
容
・
状
況
な
ど
分
か

　

る
も
の

・　

被
害
資
産
の
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り
壊
し
費
用
な
ど
の

　

明
細
お
よ
び
そ
の
領
収
書

・　

保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
の

　

分
か
る
書
類

⑧　

寄
附
金
控
除
を
受
け
る
方

・　

特
定
寄
附
金
な
ど
の
受
領
書

※　

収
支
内
訳
書
や
医
療
費
の
集
計
表
は

事
前
に
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告
会

場
の
職
員
が
作
成
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

※　

税
金
が
還
付
に
な
る
方
は
、
申
告
者

本
人
の
振
込
先
の
口
座
番
号
の
分
か
る

も
の
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ

ず
に
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

｛
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　確定申告の受付期間中に、次のとおり税理士に
よる無料税務相談が受けられます。ぜひご利用く
ださい。
日　時　２月１８日（水）
　　　　午前９時３０分～正午 、午後１時～午後４時
会　場　中央公民館本館１０３号室
　　　　（町の申告会場内）

税理士による無料税務相談所を開設

町県民税
所　得　税 の申告会場�

�

�

�
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問い合わせ先
○町県民税　役場税務課住民税係
　�（４８）１１１１　（内２２０・３０２・３０５）
○所得税・贈与税・消費税
　半田税務署　�（２１）３１４１

受付期間　２月１６日（月）～３月１６日（月）
受付時間　午前９時～午前１１時３０分
　　　　　午後１時～午後４時
※　土曜日、日曜日と時間外の受け付けはできませんので注
意してください。

※「営業・その他事業・譲渡所得等」に関する所得税・贈与
税・消費税の申告と納税相談は、阿久比町の申告会場では
受け付けできません。住吉福祉文化会館へお願いします。

中央公民館本館１階１０３号室

　※　半田税務署では受け付けしません。住吉福
祉文化会館へお出掛けください。

開設期間　２月１２日（木）～３月１６日（月）
　※　土曜日・日曜日と時間外は受け付けできま

せん。ただし、２月２２日と３月１日の日曜日
は、受け付けを行います。

開設時間　午前９時～午後５時
　※　所得税、贈与税、消費税の受け付けを行い

ます。町県民税の申告は、阿久比町の申告会
場でお願いします。

　※　職員による会場での計算確認も行いません。

住吉福祉文化会館

受付場所
　受付時間　

受付地区受付月日
午　後午　前

横 松 公 民 館――９時～１１時横 松
２月４日（水）

高岡老人憩の家１時３０分～
３時３０分――高 岡

中 部 公 民 館――９時～１１時椋 岡
２月６日（金）

大古根公民館１時３０分～
３時３０分――大 古 根

萩老人憩の家――９時～１１時萩
２月１０日（火）

矢 口 公 民 館１時３０分～
３時３０分――矢 口

植 公 民 館１時～
３時３０分

９時～　
１１時３０分植２月１９日（木）

福住老人憩の家――９時～１１時福 住
福住園高台

２月２４日（火）
坂 部 公 民 館１時３０分～

３時３０分――坂 部

宮 津 公 民 館――９時～１１時宮 津
２月２７日（金）

板 山 公 民 館１時３０分～
３時３０分――板 山

草 木 公 民 館１時～
３時３０分

９時～　
１１時３０分草 木３月４日（水）

宮津山田集会所１時～　
３時３０分

９時～　
１１時３０分

宮 津 山 田
宮 津 団 地
阿久比団地

３月５日（木）

白 沢 区 民 館――９時～１１時

白 沢
白 沢 台
日 生 団 地
メイツ巽ヶ丘３月１１日（水）

高根台集会所１時３０分～
３時３０分――高 根 台

中央公民館本館
  （１０３号室）  １時～４時９時～　

１１時３０分
阿 久 比 町
全 地 区

２月１６日（月）
～

３月１６日（月）

　各地区での受付日時と場所は次のとおりです。
　※　受付時間は会場により異なりますので、よく確

認してお出掛けください。

各地区の会場
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申　告 
（平成２０年中の所得） 

計 算 

町県民税 
（平成２１年度） 

地方税 

所  得  税 
（平成２０年分） 

国 税 

所得の種類と所得金額の計算方法
所得金額の計算方法所　得　の　種　類

収入金額＝利子所得の金額
公社債や預貯金の利子などに
よる所得

利 子 所 得１
収入金額－株式等の元本を取
得するために要した負債の利
子＝配当所得の金額

株式の配当や証券投資信託の
収益分配などによる所得

配 当 所 得２

収入金額－必要経費＝不動産
所得の金額

土地や建物などの不動産の貸
付けによる所得

不動産所得３
収入金額－必要経費＝事業所
得の金額

農業、商工業などの事業から
生ずる所得

事 業 所 得４
収入金額－給与所得控除額－
特定支出の額の合計額のうち
給与所得控除額を超える部分
の金額＝給与所得の金額

給料、賞与などによる所得給 与 所 得５

（収入金額－退職所得控除額）
×１／２＝退職所得の金額

退職金、その他退職により一時
に受ける給与などによる所得

退 職 所 得６
収入金額－必要経費－特別控
除額＝山林所得の金額

山林の伐採または譲渡による
所得

山 林 所 得７
収入金額－資産の取得費－資
産の譲渡費用－特別控除額＝
譲渡所得の金額

土地や建物、株式などその他
の資産の譲渡による所得

譲 渡 所 得８

収入金額－収入を得るために
支出した金額－特別控除額＝
一時所得の金額

生命保険による一時金、損害
保険による満期返戻金、賞金
や懸賞当せん金などの所得

一 時 所 得９

次の①と②の合計額
①公的年金等の収入金額－公
的年金等控除額

②①を除く雑所得の収入金額
－必要経費

公的年金や原稿料、出演料、
生命保険年金など上記の１～
９にあてはまらない所得

雑 所 得１０

所得と収入は違います
　個人の一年間の「収入」からその収入を得るために
使った「必要経費」を引いて「所得」を計算します。

町県民税と所得税とは
　町県民税（住民税）は阿久比町と愛知県に納める地
方税で、町が税額を計算して事業主や個人に通知し税
金を徴収します。（平成２１年度の住民税所得割の税額
は平成２０年中の所得金額が基準となります）
　所得税は国税で、一年間の所得に対して、事業主や個
人が自ら税額を計算して、申告した税額を納付します。
　サラリーマンの場合、町県民税は毎月の給料から、
所得税は毎月の給料とボーナスから源泉徴収されて
います。

e-Tax（イータックス）で確定申告 

　国税庁ホームページ「確定申告書等
作成コーナー」で作成した申告データは、
そのまま電子申告できます。（電子申告
には、公的個人認証サービス 
に基づく電子証明書などが必 
要です。） 
　また、確定申告期間 
中は２４時間いつでも申 
告データの送信ができます。 

http://www.e-tax.nta.go.jp

○

○　住民税の寄附金税制が拡充され、次の寄附により住民税の控除
　を受けることができます。
　―都道府県・市区町村に対する寄附金―
　平成 ２０ 年 1月 1日以降の都道府県・市区町村に対する寄附金
のうち、５,０００ 円を超える金額について、個人住民税所得割のお
おむね 1割を上限として、所得税と合わせて控除されます。
　―都道府県・市区町村以外に対する寄附金―
　愛知県共同募金会や赤十字愛知県支部に対する寄附金、県や町
が条例で指定した寄附金で、５,０００ 円を超える金額について税額
控除され、税額控除率は、県指定の場合は４%、町指定の場合は
６%、県と町両方の指定では １０%となります。
※　詳しい計算方法は「申告書の手引き」などでご確認ください。

　　所得税や消費税の納税には、安全で便利な振替納税を利用して
　ください。
　①　あなたの預貯金口座から、決められた納期限に自動的に引き
　　落とされます。
　②　納付のため、現金を用意したり、金融機関に出かけて納税し
　　たりする必要がありません。
　③　うっかり納税を忘れて、延滞金を払うこともありません。
　　「預貯金口座振替依頼書」に必要事項を記入して、税務署か、ご
　　利用の金融機関に提出してください。
　　（確定申告の期間中は役場の申告会場でも提出できます。）

主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主なななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななな制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正主な制度改正

納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににはははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを納税には口座振替の利用を
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年
齢
別
部
門
ご
と
に
課
題
語
句
を
設
け
、

「
う
し
」
や
「
よ
ろ
こ
び
」、「
美
し
い
心
」

な
ど
の
語
句
を
力
強
く
書
き
上
げ
て
い
ま
し

た
。

　

町
長
賞
、特
選
、秀
作
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

（
敬
称
略
）

▽
町
長
賞　

松
裏
千
穂
（
岡
田
小
六
年
）
▽

特
選　

舟
橋
諒
（
英
比
小
一
年
）
加
藤
巧
也

（
加
木
屋
小
二
年
）
新
海
華
（
南
部
小
三
年
）

三
浦
明
日
香
（
南
部
小
四
年
）
竹
内
雅
樹

（
草
木
小
五
年
）
榊
原
亜
美
（
南
部
小
六
年
）

今
井
味
涼
（
阿
中
二
年
）
▽
秀
作　

新
美
い

ち
か
（
城
山
保
育
園
）
三
浦
千
宙
（
南
部
小

二
年
）
舟
橋
ゆ
な
（
英
比
小
三
年
）
青
木
野
々

茄
（
草
木
小
四
年
）
山
内
慶
洋
（
南
部
小
五

年
）
野
村
千
明
（
岡
田
小
六
年
）
佐
野
美
佳

子
（
阿
中
一
年
）

　

第
二
十
三
回「
阿
久
比
町
凧
あ
げ
大
会
」

が
、
一
月
十
一
日
町
内
小
学
校
区
ご
と
に

四
会
場
で
行
わ
れ
、
手
作
り
の
た
こ
が
数

多
く
、
大
空
に
舞
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
た
こ
を
揚
げ
る
に
は
少
し

風
が
弱
く
、
大
だ
こ
揚
げ
に
挑
戦
し
た
会

場
で
は
大
変
苦
労
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

で
も
、
た
こ
が
空
高
く
舞
う
と
拍
手
や
歓

声
が
上
が
り
、
会
場
は
熱
気
で
あ
ふ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

大
会
で
揚
げ
ら
れ
た
大
だ
こ
は
二
月
七

日
か
ら
二
十
日
ま
で
（
午
前
九
時
〜
午
後

四
時
）
中
央
公
民
館
南
館
ホ
ー
ル
で
展
示

し
ま
す
。
力
作
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　第 １４ 回「阿久比町書初め大会」が１月５日、ふれあ
いの森体育室で開かれ、町内外の幼児から大人まで
 １３７ 人が書き初めに挑戦しました。
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オアシススケッチ オアシススケッチ オアシススケッチ 

●ウシをなでて学業成就を祈願

１月１８日、北原天満宮（白沢）で「天神祭」が行わ
れ、今年４月から小学一年生になる子どもや、受験生た
ちが集まり学業成就などを祈願しました。
北原天満宮は阿久比の郷を開いたとされる「英比麿」
ゆかりの地。祖父に当たると言われる“学問の神様”
菅原道真公をまつっています。
今年の干支 丑 にちなみ、境内にある「臥牛」の像を

うし

なでながら祈願する子どもたちの姿が見られました。
また、子どもたちが書いた習字の展示や祭りばやしな
どが奉納され天神祭を盛り上げていました。

牛をなでて、願いごとをする子どもたち

●専門家の話を聞く

１月１５日、英比小学校でスポーツ医科学研究所所長
の横江清司さんを招き、５年生・６年生の児童を対象
に保健体育の授業が行われました。
今回の授業は、県教育委員会主催「子どもの健康を

守る地域専門家総合連携事業」の一環。横江さんは
「発育期におけるスポーツ障害について」をテーマに、
「発育期は身長が伸びる時期。小学生はいろいろな動
き、中学生は持続力、高校生は筋力を付けるスポーツ
に取り組み、バランスの取れた食事を取ることが大切
です」などと話し、子どもたちは、メモを取りながら
真剣に耳を傾けていました。

横江所長の話を聞く英比小児童

あなたは写っていませんか。もし写っていれば、写真をおわけしますので連絡ください。　　企画財政課�（４８）１１１１（内３０３）

記念写真を撮る新成人

町長に謝辞を述べる新美さん

　

町
長
が
「
広
い
視
野
と
見
識
を
身
に
付

け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
舞
台
で
活
躍
し
て
く
だ

さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
新
成
人
を
代
表
し

て
新
美
良
介
さ
ん
が
「
自
覚
と
責
任
を
持

ち
、
子
ど
も
た
ち
の
お
手
本
に
な
れ
る
大

人
に
な
り
た
い
。
こ
れ
ま
で
お
世
話
に

な
っ
た
恩
師
や
両
親
に
感
謝
し
ま
す
」
と

謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

成
人
式
実
行
委
員
が
企
画
し
た
「
新
成

人
の
集
い
」
で
は
、
二
十
年
間
の
思
い
出

の
ス
ラ
イ
ド
や
恩
師
か
ら
の
ビ
デ
オ
レ

タ
ー
の
上
映
な
ど
が
催
さ
れ
、
懐
か
し
い

顔
や
写
真
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ

る
た
び
に
、
会
場
は
大
変
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　

新
成
人
は
仲
間
と
の
久
し
ぶ
り
の
再
会

に
、
記
念
写
真
を
撮
っ
た
り
、
近
況
報
告

を
し
た
り
し
て
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
て
い
ま
し
た
。

　

一
月
十
二
日
、
町
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

成
人
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
年
、
阿
久
比
町
で
成
人
を
迎
え
た
の
は

二
百
五
十
四
人
。
式
に
は
ス
ー
ツ
や
振
り
袖

姿
の
二
百
三
十
三
人
の
新
成
人
が
出
席
し
ま

し
た
。 成

人
お
め
で
と
う 

成
人
お
め
で
と
う 
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阿
久
比
町
人
事
行
政
の
運
営
に
お
け
る
公
正
性
、
透
明
性
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、「
阿
久
比
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、
平
成

十
九
年
度
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課
人
事
秘
書
係　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
３
７
）

（１）　人件費の状況（平成１９年度普通会計決算）

人件費率（Ｂ／Ａ）人件費（Ｂ）実質収支歳出額（Ａ）
住民基本台帳
２０．３．３１現在

２１．５％１３億４，９４５万円 ３億８,５７５万４，０００円 ６２億６,８７２万９，０００円２４，９０４人

※　人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含む。

（２）　職員給与費の状況（平成１９年度普通会計決算）

一人当たりの
給与費（Ｂ／Ａ）

給　　　　　　　　　　与　　　　　　　　　　費
職員数（Ａ）

計　（Ｂ）期末 ･勤勉手当職員手当給　　料

５，８２３，０００円９億５，４９２万８，０００円２億５，２８８万円１億４，１６９万４，０００円 ５億６,０３５万４，０００円１６４人

※　給与費は、平成１９年度当初予算の計上額で職員手当には退職手当は含まない。

（５）　職員の初任給の状況
（平成１９年４月１日現在）

採用２年経過日給料額初　任　給一般行政職

１９０，３００円１７６，８００円大学卒

１５４，４００円１４２，８００円高校卒

（１）　職員の任免の状況

９　人退 職 者 数７　人採 用 者 数

※　採用者数は、競争試験と選考により採用した職員数。
　　退職者数は、定年、勧奨、死亡、自己都合などにより退職した職員数。

（２）　職員数（平成１９年４月１日現在）

１９２　人職　員　数

職員の任免及び職員数の状況１

（３）　平均給料月額、平均給与月額と平均年齢の状況
（平成１９年４月１日現在）

平均年齢平均給与額平均給料額

４６．１歳３８２，８９４円３３４，０４５円一般行政職

（４）　ラスパイレス指数の状況

平成１５年度平成１６年度平成１７年度平成１８年度平成１９年度

９１．５８９．６８９．１９０．１８９．６

※　ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を１００とした場合の地
方公務員の給与水準を示す指数。

職員の給与の状況２

公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公 表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表
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（６）　級別職員数の状況（平成１９年４月１日現在）

計１　級２　級３　級４　級５　級６　級７　級

主事補主　事
主　査
主　任

係　長
主　査

課長補佐課　長部　長
標 準 的 な
職 務 内 容

１０１人１人２１人１８人３０人１４人１２人５人職　員　数

１００．０%１．０%２０．８%１７．８%２９．７%１３．８%１１．９%５．０%構　成　比

（７）　職員手当の状況（平成１９年４月１日現在）

勤　勉期　末

期末・勤勉
手　　　当

０．７２５月分１．４０月分６月期

０．７７５月分１．６０月分１２月期

１．５月分３．００月分計

職制上の段階、職務の級などによる加算措置
あり

※　支給月数は、平成１９年度の状況。

定年・勧奨
（支給率）

自己都合
（支給率）

退職手当

３０．５５月分２３．５０月分勤続２０年

４１．３４月分３３．７５月分勤続２５年

５９．２８月分４７．５０月分勤続３５年

５９．２８月分５９．２８月分最高限度額

定年前早期退職特例措置（２％～２０％加算）

１６，０１３，０００円１２，９８９，０００円
１人当たり
平均支給額

９％支給率
地域手当

３３５，７３５円１人当たり平均支給年額

２９．１％
職員全体に占める
手当支給職員の割合

特 殊 勤 務
手 当

６８，５３０円
１ 人 当 た り
平 均 支 給 年 額

６種類手 当 の 種 類

徴収手当、防疫作業
手当、清掃手当、保
育手当、教育手当、
不快手当

手 当 の 名 称

３８，３８４，３３２円支給総額
時間外勤務
手 当 ２５４，２００円

支給対象職員１人当たり
平均支給年額

配　偶　者
　　１３，０００円

配偶者以外
２人目まで１人につき６，０００円（扶養
親族でない配偶者を有する場合の１
人目は６，５００円、配偶者のない場合の
１人目は１１，０００円）
３人目以降１人につき５，０００円

満１６歳の年度初めから満２２歳の年度末ま
での子１人につき５，０００円加算

扶養手当

持家　２，５００円（新築・購入から５年間）
借家（借間）

１２，０００円を超える家賃の額に応じ、
最高２７，０００円

住居手当

交通用具（自動車等）利用者
　通勤距離により２，０００円～２４，５００円
交通機関利用者
支給単位期間の定期券相当額（１カ月
換算で最高５５，０００円）

通勤手当

（８）　特別職の報酬等の状況（平成１９年４月１日現在）

期末手当報酬等の月額区　 分

６月期  １．６０月分

１２月期　１．７０月分

計　３．３０月分

８１２，０００円町 長

６４３，０００円副 町 長

３４６，０００円議　 長

２６６，０００円副　議　長

２４７，０００円委　員　長

２３７，０００円議　 員

人事行政人事行政
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人事行政人事行政

（１）　研修の状況

研 　修　 名 　な　ど受講者数区    分

新規採用職員研修、一般職員前期・中期研修、新
任係長研修、課長補佐研修、課長研修、部長研修

２９人階 層 研 修

地方自治法講座、地方公務員法講座、民法講座、地方税法講
座、法制執務講座、財務会計研修、政策法務講座、プレゼン
テーション講座、ファシリテーション研修、ＪＫＥＴ指導
者養成研修 、カウンセリングマインド講座、ＪＳＴ指導者
養成研修、交渉力・折衝力向上研修、会計学研修、接遇研修

１７人
専門・特別
研 修

自治大学校、市町村中央研修所３人派 遣 研 修

（２）　勤務成績の評定の状況

年１回評 定 の 回 数

平成１９年１月１日～平成１９年１２月３１日評 定 の 期 間

平成２０年１月評 定 の 時 期

１７４人評定の対象人数

（２）　主な休暇の種類

付　　与　　日　　数区　分

１年につき２０日年 次 休 暇

出産予定日前６週間目に当たる日（多胎妊娠の場合に
あっては、１４週間目に当たる日）から出産日後８週間を
経過する日まで

出 産

２日以内の期間妻の出産補助

１日につき２回各３０分以内の時間育 児 時 間

１年につき５日以内の期間子 の 看 護

親族の区分により１日から７日忌 引

１日父母の祭日

５日以内の期間結 婚

必要と認められる期間選挙権等行使

必要と認められる期間証人等出頭

必要と認められる期間骨 髄 移 植

１年につき５日以内ボランティア

７日以内の期間住居滅失等

必要と認められる期間交 通 遮 断

１年につき５日夏 季 休 暇

（３）　育児休業等取得者数（平成１９年度中に新たに育児休業、部分休業
を取得した職員数）

計女　　性男　　性区　　分

５人５人０人育児休業取得者

０人０人０人部分休業取得者

５人５人０人計

職員の勤務時間その他の勤務条件の状況３

（１）　服務制度に関する研修などの実施状況
　地方公務員法に定められた町職員として
の義務を周知徹底するため、随時、部課長
会議や通知文書により、服務規律の徹底を
図っている。

（２）　営利企業等への従事許可の状況

４件
報酬を得て事業もしくは事務に
従事する場合の許可

職員の服務の状況５

（１）　職員の福祉の状況
　ア　職員健康診断受診者数

８６人健康診断１３５人人間ドック

　イ　公務災害認定件数

３件

（２）　利益の保護の状況
　ア　勤務条件に関する措置の要求の状況

件数区　　　分

０件前年度からの繰越件数　　（Ａ）

０件当年度中の新規要求件数　（Ｂ）

０件当年度中取扱件数（Ｃ＝Ａ＋Ｂ）

０件当年度中終了件数（Ｄ）

０件次年度への繰越件数（Ｅ＝Ｃ－Ｄ）

　イ　不利益処分に関する不服申立ての状況

件数区　　　分

０件前年度からの繰越件数　　（Ａ）

０件当年度中の新規要求件数　（Ｂ）

０件当年度中取扱件数（Ｃ＝Ａ＋Ｂ）

０件当年度中終了件数（Ｄ）

０件次年度への繰越件数（Ｅ＝Ｃ－Ｄ）

職員の福祉及び利益の保護７

職員の研修及び勤務成績の評定状況６

（１）　職員の分限処分の状況

・　心身の故障のため、長期の休養を要する
ものとして休職（病気休職）した職員　２人

（２）　職員の懲戒処分の状況

　　０人

職員の分限及び懲戒
処分の状況

４（１）　勤務時間の状況（変則勤務職場などを除く一般的な職場におけるもの）

休憩時間終了時刻開始時刻正規の勤務時間

１２：１５～１３：００１７：１５８：３０８時間
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１０３ 
防災交通課 
fl（４８）１１１１ 
（内２０８） 

ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 
　防災行政無線が聞き取りにくい場合は
�（４８）７０３０へ問い合わせてください。最新
のメッセージを聞くことができます。

行政無線情報は電話でも
　

阿
久
比
町
消
防
出
初
式
が
一
月
十
一
日
、

阿
久
比
ス
ポ
ー
ツ
村
第
二
駐
車
場
で
開
か

れ
ま
し
た
。

消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消
防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出
初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初
式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式

消
防
出
初
式

消防団による一斉放水

消火訓練を行う東部小少年消防クラブ

　

町
消
防
団
、
町
赤
十
字
奉
仕
団
、
東

部
小
学
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
、
ほ
く
ぶ

幼
稚
園
の
園
児
、
知
多
中
部
広
域
事
務

組
合
消
防
本
部
阿
久
比
支
署
員
の
約
二

百
二
十
人
が
参
加
。
消
防
車
両
十
六
台

が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
来
賓
な
ど
の
前
で
、
赤
十
字

奉
仕
団
に
よ
る
応
急
手
当
の
訓
練
、
ほ

く
ぶ
幼
稚
園
年
長
組
の
園
児
の
防
火
パ

レ
ー
ド
、
東
部
小
学
校
少
年
消
防
ク
ラ

ブ
の
消
火
訓
練
、
消
防
団
に
よ
る
一
斉

放
水
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
功
労
者
の
表
彰
も
行
わ
れ
、
一
団

体
、
二
十
一
人
の
消
防
団
員
が
功
労
章
な

ど
を
受
け
ま
し
た
。

　

表
彰
者
は
次
の
通
り
で
す　
（
敬
称
略
）

○　

愛
知
県
消
防
協
会
長
表
彰　

　

善
行
章
▽
新
美
宏
行
、
竹
内
祐
介
、
花

井
宏
明
、
竹
内
聖
人

○　

知
多
地
域
消
防
連
絡
協
議
会
長
表
彰

　

特
別
表
彰
▽
阿
久
比
町
消
防
団

　

功
労
章
▽
上
田
公
彦
、
蟹
江
宏
治

　

精
績
章
▽
青
木
勝
伸
、
石
川
義
高
、
竹

内
俊
男
、
竹
内
貴
弘

○　

知
多
郡
消
防
団
連
合
会
長
表
彰　

　

特
別
表
彰
▽
西
畠
大
祐
、
新
美
陽
一
郎
、

水
野
慎
一
、
田
中
俊
光
、
小
野
貴
嗣

　

精
勤
章
▽
竹
内　

聡
、
瀧
塚
敦
司

　

善
行
章
▽
永
井
宏
享
、
関　

浩
孝
、
石

原
雅
文
、
本
美
広
平

ほくぶ幼稚園児による防火パレード

　半田警察署から宮津山田自治会防犯パトロール
隊、福住防犯パトロール隊、坂部防犯パトロール
隊、大古根防犯パトロール隊、植区、草木小学校
の６団体に感謝状が贈呈され、代表者が１月８日
町長へ報告に訪れました。
　各団体は、地域の安全なまちづくりに貢献して
いることが認められました。代表者の皆さんは「地
区の皆さんの協力で感謝状がもらえました。今後
もしっかりと自分たちの地域のパトロールを続け
ます」と力強く町長に話していました。

防防防防防防防防防防防防防防防防犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯パパパパパパパパパパパパパパパパトトトトトトトトトトトトトトトトロロロロロロロロロロロロロロロローーーーーーーーーーーーーーーールルルルルルルルルルルルルルルルにににににににににににににににに貢貢貢貢貢貢貢貢貢貢貢貢貢貢貢貢献献献献献献献献献献献献献献献献防犯パトロールに貢献
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□問い合わせ先　環境衛生課保健係
　�（４８）１１１１（内３１１・３１２）

　

あ
な
た
に
と
っ
て
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
と

は
何
で
す
か
。
一
人
ひ
と
り「
ハ
ッ
ピ
ー
」

と
思
う
生
活
は
違
い
ま
す
。
で
き
る
だ
け

体
と
心
が
元
気
で
、
い
つ
ま
で
も
自
分
の

身
の
回
り
の
こ
と
を
自
分
で
行
え
る
と
い

う
こ
と
が
「
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
」
実
現
の

た
め
の
大
切
な
要
素
で
す
。

　

健
康
に
関
心
を
持
ち
、
自
分
に
合
っ
た

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
い
つ
ま
で
も

元
気
で
生
き
生
き
と
し
た
生
活
を
送
り
ま

し
ょ
う
。

　

阿
久
比
町
の
健
康
づ
く
り
計
画「
め
ざ

せ
！
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
あ
ぐ
い　

」で
は
、

２１

健
康
に
関
す
る
生
活
習
慣
を
、「
栄
養
」「
運

動
」「
こ
こ
ろ
」「
タ
バ
コ
」「
ア
ル
コ
ー
ル
」

「
歯
」「
生
活
習
慣
病
」の
七
つ
の
項
目
に
分

け
、そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
ご
と
に「
み
ん
な
で

目
指
す
目
標
」と「
は
じ
め
の
一
歩
と
し
て

の
取
り
組
み
」を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
十
一
月
二
日（
日
）に
開
催
し
た

健
康
ま
つ
り
で
、
来
場
さ
れ
た
方
に
「
ご

自
身
の
健
康
を
保
つ
た
め
の
目
標
」
を
七

色
の
葉
に
書
い
て
も
ら
い
、
木
の
幹
に
張

り
付
け
、
写
真
の
よ
う
な
「
健
康
の
樹
」

を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。

☆
栄
養

・　

好
き
嫌
い
せ
ず
食
べ
る

・　

腹
八
分
を
心
掛
け
る

・　

三
食
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る

・　

夜
食
を
食
べ
な
い

☆
運
動

・　

車
を
使
わ
ず
に
歩
く

・　

毎
日
犬
の
散
歩
で
歩
く

・　

外
で
遊
ぶ（
テ
レ
ビ
を
見
過
ぎ
な
い
）

・　

毎
日
ス
ト
レ
ッ
チ
を
す
る

☆
こ
こ
ろ

・　

笑
顔
で
過
ご
す

・　

ス
ト
レ
ス
を
上
手
に
解
消
す
る

・　

思
い
や
り
の
心
を
忘
れ
な
い
よ
う
に

　

す
る

☆
た
ば
こ

・　

禁
煙

・　

タ
バ
コ
の
本
数
を
減
ら
し
、
最
後
は

　

止
め
る

・　

大
人
に
な
っ
て
も
喫
煙
し
な
い

☆
ア
ル
コ
ー
ル

・　

量
を
一
合
に
す
る

・　

飲
み
過
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る

・　

休
肝
日
を
設
け
る　
　

☆
歯

・　

食
べ
た
ら
歯
を
磨
く

・　

年
に
一
回
歯
の
検
診
を
受
け
る

・　

よ
く
噛
ん
で
食
べ
る

☆
生
活
習
慣
病

・　

規
則
正
し
い
生
活
を
す
る

・　

体
重
に
注
意
す
る

　
　
　
　

◇　
　
　
　
　
　

◇

【
健
康
な
ん
で
も
相
談
日
】

　

保
健
師
に
よ
る
健
康
相
談
を
行
っ
て
い

　

ま
す
。

※　

予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

□
日　

時　

毎
週
金
曜
日
（
祝
日
・
年
末

年
始
を
除
く
）
午
前
九
時
〜
午
前
十
一

時
、
午
後
一
時
〜
午
後
三
時

※　

検
診
な
ど
で
実
施
し
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
「
広
報
あ
ぐ
い
」

毎
月
十
五
日
の
保
健
ガ
イ
ド
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

□
場　

所　

町
保
健
セ
ン
タ
ー

□
問
い
合
わ
せ
先　

環
境
衛
生
課　

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
１
１
・
３

　

１
２
）

たくさんの葉を付けて、立派な樹になりました。
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日にち　１１月２２日、２９日、１２月１４日
場　所　中央公民館本館
　阿久比ソバ打ち同好会の指導で、「パパとつくろう　
ソバ打ち体験教室」を開催しました。当初１回の予定
だった教室も、募集をしたらあまりに人気が高く、３回
の開催となりました。
　お父さんが腕まくりして力いっぱい打ったソバは、
腰があっておいしいソバに仕上がりました。作業中に
は親子の話も弾み、父と子が触れ合う貴重な時間が持
てたようでした。

ソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソバババババババババババババババババババババ打打打打打打打打打打打打打打打打打打打打打ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹 奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏 楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽 講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講 座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座

日にち　日曜日の午後６時～９時　月２回程度
場　所　中央公民館南館
　阿久比町に吹奏楽団の設立を目指して吹奏楽講座を
開催しています。高校生から６０歳代の方まで幅広いメ
ンバーで楽しく練習しています。
　１１月２日の文化祭では「崖の上のポニョ」など３曲
を演奏しました。現在受講生を募集中ですので、興味
のある方は一度見に来てください。

　

英
比
の
郷
は
東
と
西
を
丘
陵
で
囲
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
ほ
ぼ
中
央
を
北
か
ら

南
へ
流
れ
る
英
比
川
と
、
そ
こ
に
流
れ
こ

む
い
く
つ
か
の
支
流
に
そ
っ
て
十
六
の
村

が
形
成
さ
れ
て
い
た
の
で
「
英
比
谷
十
六

カ
村
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

郷
全
体
が
英
比
川
と
そ
の
支
流
に
対
す
る

一
つ
の
共
同
体
と
し
て
ま
と
ま
っ
て
い
た

の
で
、「
英
比
輪
中
十
六
カ
村
」
と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

川
の
流
れ
に
そ
っ
た
低
地
に
耕
地
が
広

が
り
、
耕
地
と
丘
陵
の
あ
い
だ
に
集
落
が

形
成
さ
れ
、
英
比
川
と
そ
の
支
流
は
古
く

か
ら
農
民
た
ち
に
大
き
な
恵
み
を
与
え
、

村
々
は
こ
の
水
を
利
用
し
て
農
業
を
営
み

ま
し
た
。

　

村
の
名
前
は
現
在
の
大
字
と
同
じ
場
合

が
多
い
の
で
す
が
、
稗
之
宮
は
現
在
の
大

字
阿
久
比
で
す
。
卯
坂（
卯
之
山
と
坂
部
）、

椋
岡
（
椋
原
と
角
岡
）、
矢
高
（
矢
口
と

高
岡
）、
植
大
（
植
と
大
古
根
）
は
明
治

十
七
年
に
合
併
し
て
両
村
の
一
字
を
と
っ

た
も
の
で
す
。

　

十
九
世
紀
に
入
っ
た
こ
ろ
の
様
子
を
伝

　

英
比
谷
十
六
カ
村
の
は
な
し

〜
そ
の
一　

村
の
よ
う
す
〜　

え
る
資
料
と
し
て
『
尾
張
�
行
記
』『
天
保

の
村
絵
図
』
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
る

と
戸
数
は
十
六
カ
村
併
せ
て
千
五
百
九
十

四
戸
で
、
人
口
は
六
千
八
百
八
十
九
人
、

一
戸
あ
た
り
の
家
族
の
数
は
平
均
四
・
五

人
で
し
た
。

　

次
回
は
、「
横
松
村
・
萩
村
の
は
な
し
」で

す
。

（
参
考
『
あ
ぐ
い
の
あ
ゆ
み
』、

『
阿
久
比
町
誌
資
料
編
一
』）

文政５（１８２２）年の人口・戸数・牛馬数
牛馬数人　数戸　数村　名
０３６９８０横　松
０２４６６０萩
１５７４５１７２宮　津
１０４９４１１２板　山
０４３３９９福　住
７４１６１０４白　沢
１４８５３１９２草　木
８３３６７７坂　部
１８６２２１３５卯之山
８４６８１０３稗之宮
２１２０２５椋　原
０１５５３９角　岡
１２３０２６８矢　口
３２９３７５高　岡
２５９３１４４植
０４４４１０９大古根
９９６８８９１５９４合　計
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今
回
か
ら
新
シ
リ
ー
ズ
「
鉄
道
沿
線
を

歩
く
」
を
連
載
し
ま
す
。

町
内
を
南
北
に
名
鉄
河
和
線
の
線
路
が

走
る
。
鉄
道
の
沿
線
を
阿
久
比
町
の
南
か

ら
北
の
端
ま
で
歩
く
こ
と
に
し
た
。

南
端
ま
で
は
電
車
で
行
く
こ
と
に
決
め
、

阿
久
比
駅
か
ら
半
田
口
ま
で
の
切
符
を
購

入
。
昨
年
の
十
二
月
二
十
七
日
か
ら
阿
久

比
駅
に
特
急
電
車
が
止
ま
る
。
時
刻
表
に

は
停
車
時
刻
が
記
さ
れ
て
い
る
。
時
計
を

見
る
と
、
間
も
な
く
特
急
電
車
停
車
の
時

刻
。
早
速
改
札
口
を
抜
け
、
ホ
ー
ム
へ
急

ぐ
。階

段
を
上
り
切
っ
た
と
こ
ろ
で
特
急
電

車
が
ち
ょ
う
ど
到
着
。
私
も
友
人
も
初
め

て
特
急
電
車
停
車
場
面
を
見
る
。「
・・・
」。

「
・
・
・
」。
あ
り
ふ
れ
た
日
常
に
変
化
が

起
き
た
瞬
間
、
何
と
も
言
え
ぬ
感
動
を
覚

え
る
。
特
急
電
車
を
見
送
っ
た
後
、
ホ
ー

ム
で
待
っ
て
い
た
普
通
電
車
に
乗
り
、
半

田
口
へ
向
か
う
。

駅
を
降
り
、
県
道
阿
久
比
半
田
線
を
北

上
し
て
矢
勝
川
沿
い
を
歩
く
。
川
の
上
に

架
か
る
踏
切
に
た
ど
り
着
き
、
こ
の
地
点

か
ら
鉄
道
沿
線
の「
ぶ
ら
り
旅
」を
ス
タ
ー

ト
。鉄

道
沿
線
と
言
っ
て
も
、
常
に
線
路
に

沿
っ
て
道
は
な
い
。
線
路
が
見
え
る
範
囲

で
道
を
探
し
、
北
端
を
目
指
す
。
英
比
川

と
線
路
に
挟
ま
れ
た
農
道
を
歩
く
。
線
路

沿
い
の
土
手
は
、
薄
茶
色
の
枯
れ
掛
け
た

雑
草
が
冷
た
い
風
に
さ
ら
さ
れ
る
。

植
大
駅
を
通
過
。
西
側
に
は
映
画
館
と

ア
ピ
タ
阿
久
比
店
が
見
え
る
。
繊
維
工
業

が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
時
代
、
店
舗
が

建
っ
て
い
る
場
所
は
紡
績
工
場
で
栄
え
て

い
た
。
当
時
貯
水
タ
ン
ク
だ
っ
た
も
の
を
、

映
画
館
の
名
前
を
書
い
て
オ
ブ
ジ
ェ
と
し

て
使
う
の
は
、
こ
の
場
所
に
工
場
が
あ
っ

た
メ
モ
リ
ア
ル
に
す
る
た
め
だ
と
聞
く
。

電
車
が
通
過
す
る
と
き
に
、
友
人
が
乗

客
に
手
を
振
る
。
反
応
は
鈍
い
。「
デ
ィ
ズ

ニ
ー
ラ
ン
ド
内
を
走
る
列
車
に
手
を
振
る

と
、
み
ん
な
が
笑
顔
で
応
え
て
く
れ
ま
す

け
ど
ね
・
・
・
・
」
と
友
人
が
ぶ
つ
ぶ
つ

言
う
の
で
先
を
急
ぐ
。

あ
ぜ
道
や
農
道
を
歩
き
渡
り
、
ス
タ
ー

ト
し
て
約
一
時
間
後
、
阿
久
比
駅
に
到
着
。

特
急
電
車
停
車
記
念
に
写
真
を
撮
ろ
う
と

駅
前
公
園
で
電
車
が
来
る
の
を
待
つ
。
公

園
で
遊
ぶ
親
子
が
寄
っ
て
き
た
。「
珍
し
い

電
車
が
走
り
ま
す
か
」
と
父
親
に
尋
ね
ら

れ
、
事
情
を
説
明
。「
こ
の
場
所
で
�
て
っ

ち
ゃ
ん
�
が
写
真
を
撮
っ
て
い
る
の
を
よ

く
見
掛
け
る
も
ん
で
す
か
ら
」
と
言
葉
を

残
し
て
親
子
は
離
れ
て
い
く
。

写
真
を
撮
っ
た
後
、「�
て
っ
ち
ゃ
ん
�

て
誰
？
」
と
私
が
友
人
に
聞
く
と
、「
世
間

で
は
、
鉄
道
マ
ニ
ア
の
人
た
ち
の
こ
と
を

�
鉄
っ
ち
ゃ
ん
�と
呼
ん
で
ま
す
よ
」。「
そ

ん
な
焼
肉
み
た
い
な
名
前
初
め
て
聞
い
た

よ
」
と
言
っ
て
友
人
を
笑
わ
せ
た
。

名鉄河和線の線路

阿久比駅に停車する特急電車

英
比
川 

阿
久
比
川 

県
道
阿
久
比
半
田
線 

十
ヶ
川 

阿
久
比
駅 

植
大
駅 

55

前田川 

阿久比町 
役場 

阿久比町 
役場 

蟹田
川 

矢勝川 

オアシス大橋 オアシス大橋 

宮津橋 

半田橋 半田橋 

アピタ 

映画館 
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�□
勤
務
場
所　

役
場
学
校
教
育
課

□
勤
務
内
容　

学
校
教
育
課
事
務
の
補
助
な
ど

□
募
集
人
員　

一
人

□
勤
務
期
間　

四
月
一
日
〜
九
月
三
十
日

□
勤
務
時
間　

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
一
日

　

五
時
間
程
度
）

□
賃　
　

金　

七
百
五
十
円
（
時
間
給
）

　

交
通
費
月
額
二
千
円
（
月
十
日
以
上
の

勤
務
で
自
宅
か
ら
二
キ
ロ
以
上
の
場
合
）

□
応
募
資
格　

年
齢
六
十
四
歳
（
六
十
五

歳
定
年
）
ま
で
の
方
で
パ
ソ
コ
ン
操
作

が
で
き
る
方
。

□
試　
　

験　

面
接
試
験
（
後
日
連
絡
）

□
提
出
書
類　

　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・
写
真
添
付
）

□
申
込
期
限　

二
月
十
七
日（
火
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
０
５
）

□
勤
務
場
所　

東
部
小
学
校

□
勤
務
内
容　

学
校
給
食
の
配
膳

□
募
集
人
員　

一
人

□
勤
務
期
間　

四
月
八
日
〜
七
月
十
七
日

□
勤
務
時
間　

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
一
日

　

三
・
五
時
間
以
内
）

□
賃　
　

金　

八
百
円
（
時
間
給
）

　

交
通
費
月
額
二
千
円
（
月
十
日
以
上
の

勤
務
で
自
宅
か
ら
二
キ
ロ
以
上
の
場
合
）

□
応
募
資
格　

年
齢
六
十
四
歳
（
六
十
五

　

歳
定
年
）
ま
で
の
健
康
な
方
。

□
試　
　

験　

面
接
試
験
（
後
日
連
絡
）

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



□
提
出
書
類　

　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・
写
真
添
付
）

□
申
込
期
限　

二
月
十
七
日（
火
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課
庶
務
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
０
５
）

□
勤
務
場
所　

南
部
小
学
校

□
勤
務
内
容　

学
校
用
務
員

□
募
集
人
員　

一
人

□
勤
務
期
間　

四
月
一
日
〜
九
月
三
十
日

□
勤
務
時
間　

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
一
日

　

七
・
五
時
間
以
内
）

□
賃　
　

金　

八
百
円
（
時
間
給
）

　

交
通
費
月
額
二
千
円
（
月
十
日
以
上
の

勤
務
で
自
宅
か
ら
二
キ
ロ
以
上
の
場
合
）

□
応
募
資
格　

年
齢
六
十
四
歳
（
六
十
五

　

歳
定
年
）
ま
で
の
健
康
な
方
。

□
試　
　

験　

面
接
試
験
（
後
日
連
絡
）

□
提
出
書
類　

　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・
写
真
添
付
）

□
申
込
期
限　

二
月
十
七
日（
火
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課
庶
務
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
０
５
）

□
勤
務
場
所　

町
立
図
書
館

□
勤
務
内
容　

図
書
館
事
務
の
補
助

□
募
集
人
員　

一
人

□
勤
務
期
間　

四
月
一
日
〜
九
月
三
十
日

□
勤
務
時
間　

・
火
曜
日
〜
金
曜
日　

午
後
一
時
四
十
五

　

分
〜
午
後
六
時
十
五
分

・
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日　

午
前
九
時
十

　

五
分
〜
午
後
五
時
十
五
分

・
館
内
整
理
日　

午
前
九
時
〜
午
後
三
時

※　

週
四
日
程
度
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤

　

務
□
賃　
　

金　

平
日　

七
百
五
十
円　

土

曜
・
日
曜
日
、
祝
日　

八
百
五
十
円

（
時
間
給
）、
交
通
費
月
額
二
千
円
（
月

十
日
以
上
の
勤
務
で
自
宅
か
ら
二
キ
ロ

以
上
の
場
合
）

□
応
募
資
格　

年
齢
六
十
四
歳
（
六
十
五

歳
定
年
）
ま
で
の
方
で
パ
ソ
コ
ン
操
作

が
で
き
る
方
。

□
試　
　

験　

面
接
試
験
（
後
日
連
絡
）

□
提
出
書
類　

　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・
写
真
添
付
）

□
申
込
期
限　

二
月
十
七
日（
火
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

町
立
図
書
館　

�（
４
８
）６
２
３
１

□
勤
務
場
所　

町
立
ふ
れ
あ
い
の
森

□
勤
務
内
容　

施
設
管
理
作
業
お
よ
び
受

　

付
業
務

□
募
集
人
員　

三
人

□
勤
務
期
間　

四
月
一
日
〜
九
月
三
十
日

□
勤
務
時
間　

週
五
日　

町
の
規
定
と
勤

　

務
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

□
賃　
　

金　

平
日　

七
百
六
十
円　

土

曜
・
日
曜
日
、
祝
日　

八
百
五
十
円

（
時
間
給
）、
交
通
費
月
額
二
千
円
（
月

十
日
以
上
の
勤
務
で
自
宅
か
ら
二
キ
ロ

以
上
の
場
合
）

□
応
募
資
格　

年
齢
六
十
四
歳
（
六
十
五

歳
定
年
）
ま
で
の
健
康
な
方
で
草
刈
り

機
の
操
作
が
で
き
る
方
。

□
試　
　

験　

面
接
試
験
（
後
日
連
絡
）

□
提
出
書
類　

　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・
写
真
添
付
）

□
申
込
期
限　

二
月
十
七
日（
火
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課
体
育
係　

�（
４
８
）１
１

　

１
１
（
内
２
８
０
）

□
勤
務
場
所　

町
立
中
央
公
民
館

□
勤
務
内
容　

公
民
館
受
け
付
け
、管
理
、

　

講
座
補
助
な
ど

□
募
集
人
員　

一
人

□
勤
務
期
間　

四
月
一
日
〜
九
月
三
十
日

□
勤
務
時
間　

主
に
夜
間
、
土
曜
・
日
曜

　

日
、
祝
日

・
月
曜
日
〜
金
曜
日　

午
後
五
時
十
五
分

　

〜
午
後
九
時
四
十
五
分

・
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日　

午
前
八
時
〜

午
後
五
時
十
五
分
・
午
後
五
時
〜
午
後

九
時
四
十
五
分

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務
で
月
に
十
二
日

程
度

□
賃　
　

金　

平
日　

七
百
五
十
円　

土

曜
・
日
曜
日
、
祝
日　

八
百
五
十
円

（
時
間
給
）、
交
通
費
月
額
二
千
円
（
月

十
日
以
上
の
勤
務
で
自
宅
か
ら
二
キ
ロ

以
上
の
場
合
）

□
応
募
資
格　

年
齢
六
十
四
歳
（
六
十
五

歳
定
年
）
ま
で
の
方
で
パ
ソ
コ
ン
操
作

が
で
き
る
方
。

□
試　
　

験　

面
接
試
験
（
後
日
連
絡
）

□
提
出
書
類　

　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・
写
真
添
付
）

□
申
込
期
限　

二
月
十
七
日（
火
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課
公
民
館
係　

�（
４
８
）１

　

１
１
１
（
内
２
６
０
）

InformationInformation

お知らせ  
InformationInformation



22

広報あぐい　２００９年２月１日号

Information

お知らせ  
InformationInformation

�
　

一
月
の「
凧
あ
げ
大
会
」で
大
空
を
舞
っ

た
各
地
区
の
大
だ
こ
を
集
め
、
南
館
ホ
ー

ル
に
展
示
し
ま
す
。

□
日　

時　

二
月
七
日（
土
）〜
二
十
日

　
（
金
）　

午
前
九
時
〜
午
後
四
時

※
時
間
は
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

□
場　

所　

中
央
公
民
館
南
館
ホ
ー
ル

□
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
６
２
）

�
　

町
立
図
書
館
で
は
、
親
子
講
座
「
創
作

童
話
を
聞
こ
う
」
を
開
講
し
ま
す
。
親
子

で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

□
内　

容　

創
作
童
話
の
会「
し
ろ
や
ま
」

の
会
員
が
作
っ
た
絵
本
や
紙
芝
居
な
ど

�

�

�

�

�

�

�

	

�

�

�

�

�

�

�

の
作
品
を
会
員
が
自
ら
紹
介
し
ま
す
。

□
日　

時　

三
月
十
四
日
（
土
）

　

午
前
十
時
半
〜
午
前
十
一
時
半

□
場　

所

　

町
立
図
書
館
（
お
話
し
コ
ー
ナ
ー
）

□
定　

員　

三
十
人
（
先
着
順
）

□
受
講
料　

無
料

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

町
立
図
書
館　

�（
４
８
）６
２
３
１

�
　

町
立
図
書
館
で
は
、
平
成
二
十
一
年
度

の
展
示
ホ
ー
ル
利
用
団
体
を
受
け
付
け
ま

す
。
希
望
さ
れ
る
団
体
は
、
次
の
と
お
り

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

□
申
し
込
み
期
限　

二
月
十
日（
火
）

□
問
い
合
わ
せ
先

　

町
立
図
書
館　

�（
４
８
）６
２
３
１

�
　

平
成
二
十
一
年
一
月
か
ら
、
け
い
れ
ん

（
ひ
き
つ
け
）
を
起
こ
し
た
場
合
の
予
防

接
種
の
受
け
方
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　

熱
性
け
い
れ
ん
を
起
こ
し
た
場
合
、
最

終
発
作
か
ら
三
カ
月
以
上
間
隔
を
あ
け
て

接
種
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
主
治
医

の
許
可
（
証
明
が
必
要
）
が
あ
れ
ば
、
三

カ
月
以
内
で
も
接
種
で
き
ま
す
。

※　

熱
性
け
い
れ
ん
以
外
の
け
い
れ
ん
は

　

除
き
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

環
境
衛
生
課　

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
１
１
・
３

　

１
２
）

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�

人
権
擁
護
委
員
に　

　

大
村　
峯
子　
さ
ん

　

大
村
峯
子
さ
ん
が
一
月
一
日
付
け
で
法

務
省
か
ら
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
国
民
の
基
本
的
人

権
が
侵
犯
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、

全
国
の
市
町
村
に
配
置
さ
れ
、
い
つ
で
も

皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
や
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

□
連
絡
先　

阿
久
比
町
大
字
福
住
字
松
本

　
　

―
１　

�（
４
８
）０
５
６
６

５８

学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「げげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんきききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズ」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集
□入所対象
　町内小学校児童で保護者が労働などにより昼間家庭にいない児童。
□募集定員
・「げんきッズ南部」３０ 人程度　・「げんきッズ英比」３０ 人程度
・「げんきッズ東部」２５ 人程度　・「げんきッズ草木」１５ 人程度
※　保護者の就労状況などで優先されます。
※　原則、低学年（１年・２年生）の児童を優先します。
□申込書配布・提出場所
　継続児童は現在通っている「げんきッズ」で、新たに入所希望の
児童は現在通っている保育園で、それ以外の児童は住民福祉課で配
布します。提出場所も同じです。
□提出書類
　①入所申込書②家庭で放課後に児童の育成ができないことを証
　　明する書類（入所希望の児童の父母および６５ 歳未満の同居の祖
　　父母が対象）
□受付期間　２月２日～ ２０ 日（土曜・日曜日、祝日は除く）
□入所の決定　入所条件審査後の２月下旬に保護者宛に通知します。
□問い合わせ先　住民福祉課　�（４８）１１１１（内２２６）
※　場所、利用料、開所時間などは申込書配布場所にあるパンフ
レットで確認してください。

昨年の展示の様子
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Information

�
　

阿
久
比
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、
大

字
卯
坂
字
桜
ケ
丘
地
内
を
桜
の
名
所
に
し

た
い
と
い
う
趣
旨
で
、
桜
の
手
入
れ
活
動

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

住
民
や
団
体
な
ど
に
も
こ
の
活
動
に
参

加
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

参
加
で
き
る
方
（
団
体
な
ど
）
は
、
次

の
方
法
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
日　

時　

二
月
十
九
日（
木
）　

午
前
九

　

時
〜

□
場　

所　

阿
久
比
中
学
校
西
（
多
目
的

　

広
場
）

□
持
ち
物　

草
刈
り
鎌
、
軍
手
な
ど

□
申
し
込
み
方
法　

氏
名
・
住
所
・
年
齢
・

電
話
番
号（
団
体
の
場
合
は
、団
体
名
・

代
表
者
名
・
連
絡
先
）
を
記
入
し
て
二

月
十
三
日
ま
で
に
阿
久
比
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
へ
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
４
８
）
５
４
３
２

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
産
業
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
２
７
）

�□
日　

時　

二
月
二
十
六
日（
木
）①
午
前
九

時
〜
正
午
②
午
後
一
時
半
〜
午
後
四
時

□
場　

所　

中
央
公
民
館
本
館
２
０
４
号
室

□
用
意
す
る
も
の　

み
そ
を
入
れ
る
容
器

（
約
四
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
み
そ
が
入
る
か

め
、
た
る
な
ど
）
、
エ
プ
ロ
ン

□
費　

用　

材
料
実
費
千
八
百
円
（
大
豆

一
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
米
麹
、
塩
ほ
か
）

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

□
講　

師　

あ
ぐ
い
く
ら
し
の
会
、
愛
知

県
農
村
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

□
定　

員　

一
回
に
つ
き
二
十
人（
先
着
順
）

□
募
集
期
間　

二
月
十
六
日（
月
）午
前
九

　

時
か
ら
受
け
付
け
。（
電
話
申
込
可
）

※　

代
理
申
し
込
み
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

産
業
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
２
７
・
２

　

３
５
）

�
　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
ん
ど
で
は
、

障
害
の
あ
る
方
が
参
加
で
き
る
創
作
活
動

の
イ
ベ
ン
ト
を
、
ア
ト
リ
エ
Ａ
ｎ
ｄ
ａ
ｎ

ｔ
ｅ
（
あ
ん
だ
ん
て
）
と
の
共
同
企
画
で

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
フ
ェ
ル
ト
で
遊
ぼ

う
」
で
す
。

□
日　

時　

二
月
二
十
一
日（
土
）　

午
前

　

十
時
〜
正
午

□
場　

所　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
あ

　

ん
ど
元
浜
事
業
所（
東
海
市
元
浜
町　

）
１０

□
対
象
者　

身
体
障
害
、
知
的
障
害
、
精

　

神
障
害
の
あ
る
方
お
よ
び
障
害
の
あ
る

　

児
童

□
参
加
費　

四
百
円　

□
定　

員　

十
人
（
先
着
順
）

□
応
募
期
間

　

二
月
十
日（
火
）〜
二
月
十
九
日（
木
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

地
域
活

　

動
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
ん
ど
元
浜
事
業
所

　

�
０
５
６
２（
３
９
）２
７
７
８

　

電
子
メ
ー
ル　

shien@
vanilla.ocn.ne.jp

　
　
　
　

◇　
　
　
　
　
　

◇

�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



「
ひ
か
り
の
さ
と
芸
術
祭
」

　

創
作
イ
ベ
ン
ト
「
か
ら
ふ
る
あ
ー
と
」

で
作
ら
れ
た
作
品
の
展
示
会
を
行
い
ま
す
。

□
日　

時　

二
月
九
日（
月
）〜
二
十
一
日

　
（
土
）　

午
前
九
時
〜
午
後
四
時

□
会　

場　

c
a
fé  

ギ
ャ
ラ
リ
ー
風
見
鶏

　
（
東
浦
町
石
浜
中
央
１
―
５
）

□
問
い
合
わ
せ
先　

　

社
会
福
祉
法
人
愛
光
園　

�
０
５
６
２

　
（
８
３
）９
８
３
５

�
　

二
月
九
日（
月
）か
ら
二
月
二
十
三
日

（
月
）ま
で
、
東
部
知
多
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
定
期
整
備
と
プ
ー
ル
槽
（
二
十
五

メ
ー
ト
ル
）
の
塗
装
工
事
を
実
施
す
る
た

め
休
館
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

東
部
知
多
温
水
プ
ー

　

ル　

�
０
５
６
２（
４
４
）０
２
７
１

�□
資　

格　

阿
久
比
町
在
住
者
ま
た
は
在

勤
者
が
二
分
の
一
以
上
で
構
成
さ
れ
た

チ
ー
ム

□
会　

費　

入
会
金　

五
千
円
（
新
規
登

録
チ
ー
ム
の
み
）
、
年
会
費　

三
万
円

□
受
付
日
時　

三
月
一
日（
日
）午
前
十
時

〜
正
午

□
受
付
場
所　

中
央
公
民
館
本
館
二
階　

２
０
２
号
室

□
申
込
方
法　

登
録
用
紙
に
記
入
の
上
、

会
費
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

阿
久
比
ス
ポ
ー
ツ
村

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�

　

�（
４
９
）２
５
０
０

　

原　
　

進　

�（
４
８
）２
７
３
６

�
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
海
外
た
す
け
あ
い
義
援
金
（
平

成
二
十
年
十
二
月
一
日
〜
十
二
月
二
十
五

日
）
に
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
役
場
は
じ
め
町
内
八
カ
所
で
集
ま
り

ま
し
た
義
援
金
（
四
千
百
七
十
三
円
）
は
、

日
本
赤
十
字
社
愛
知
県
支
部
へ
送
金
し
ま

し
た
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

住
民
福
祉
課　

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
０
１
）

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

今今月月のの納納税税ななどど
固定資産税・都市計画税　４期分
国民健康保険税、介護保険料　６期分
後期高齢者医療保険料　８期分
公共下水道事業受益者負担金　４期分
納期限は３月２日（月）です。

※口座振替の方は、口座の残高確認をお願いします。
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■発行／阿久比町（〒４７０－２２９２　愛知県知多郡阿久比町大字卯坂字殿越５０　�０５６９－４８－１１１１）編集／総務部企画財政課
■阿久比町ホームページ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ａｇｕｉ．ｌｇ．ｊｐ
資源を大切に！この用紙は再生紙を使用しています。

広報あぐいを声の広報ボランティア「あいうえお」が CD録音しています。
ぜひご利用ください。
■問い合わせ先　阿久比町社会福祉協議会・ボランティアセンター�（４８）１１１１

阿久比町民憲章
アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター 

　わたしたち阿久比町民は、ここに町民憲章を定
め、よりよい町づくりに努めることを誓います。
◎ホタル飛びかう、豊かな自然を守ります。
◎歴史と伝統を守り、教養を高めます。
◎スポーツに親しみ、健康で明るい家庭をつくり
ます。
◎オアシス運動をすすめ、笑顔あふれるまちをつ
くります。
◎ボランティア活動に、すすんで参加します。

世帯数　 ８，４４４　　（△３）

人　口　２５，０４９人（△２５）

　男　　１２，４０１人（△６）

　女　　１２，６４８人（△１９）

（　　）は前月との増減数

１２月中の異動

　出生　１２　転入　  ５２

　死亡　１４　転出　  ７５

平成２１年１月１日現在

人 口 と 世 帯
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第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
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１　主　　催　阿久比町教育委員会
２　目　　的　アジアの経済大国シンガポールの見聞や現地小学校との交流、
　　　　　　　ホームステイによって国際理解を深めることにより、国際感覚
　　　　　　　を身に付けた心豊かな小学生を育成することを目的とします。
３　派 遣 先　シンガポール
４　派遣期間　平成 ２１ 年７月 ２７ 日（月）～８月１日（土）
　　　　　　　５泊６日（機中１泊を含む）
　　　　　　　※　ホームステイ２泊、ホテル２泊、学校交流２日、シンガ
　　　　　　　　ポール国内外見学など
５　参加費用　個人負担３万円（旅券印紙代、任意旅行傷害保険、個人的な
　　　　　　　諸費用などは除く）
６　募集人員　阿久比町全体で新６年生児童 １０ 人
７　申込方法　申込書に必要事項を記入の上、作文（４００ 字詰原稿用紙２枚）を
　　　　　　　添え、２月 １０ 日（火）までに各小学校の担任へ申し込んでくだ
　　　　　　　さい。（申込書は各小学校から配布されています）
※　阿久比町小学生海外派遣事業に参加した児童は、阿久比中学校での「海
　外家庭生活体験事業」に参加することはできません。
□問い合わせ先　学校教育課　�（４８）１１１１（内２０２）
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